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国体通信

新型コロナウィルス
ワクチン接種

まちトピ

中学生オンライン
海外語学研修

11月は年金月間です

電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金のご案内

催し・講座

募集、おしらせ

介護

こども

図書館からのおしらせ

11月16日～12月15日カレンダー

表紙写真：写真は、いちご一会とちぎ国体の
スポーツクライミング競技大会と銃剣道競技
大会の様子です。詳細は、本紙２ページ～３
ページに掲載しています。

目　次
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　国体開催を間近に控え、東武宇都宮線壬生駅西
口にて国体・竹灯り合同イベントを行いました。
　あいにくの雨のため、ステージイベントは中止
となりましたが、国体ＰＲ、竹灯りのワークショ
ップ・点灯式は行うことができました。
　帰宅時間帯には、多くの方が立ち止まり、イベ
ントに参加いただきました。

国体・竹灯り合同イベントを行いました！
９月18日（日）

　総合運動場特設会場にてスポーツクラ
イミング競技会が開催されました。
　栃木県は男女総合成績第３位の好成績
を収めました。

スポーツクライミング競技会が
開催されました！
10月２日（日）から10月４日（火）
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いちご一会とちぎ国体壬生町実行委員会事務局（国体推進室）
〒321-0214　大字壬生甲3828番地（総合運動場管理棟２F）
☎（28）7810　FAX（28）7811

◎問合せ

　栃木県立壬生高等学校体育館にて銃剣道競技会が開催されました。栃木県は成年男子第２位、少年男子
第１位、総合成績で見事第１位に輝きました。

銃剣道競技会が開催されました！
10月８日（土）から10月10日（月）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　町内小中学校にご協力いただいた、プランターとのぼり旗を競技会場に設置し、会場を華やかに彩り、
競技会を盛り上げてくれました。

プランター、のぼり旗で会場を彩りました

公式ウェブサイト
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オミクロン株対応ワクチン接種

ワクチン接種について新型コロナウイルス新型コロナウイルス ワクチン接種について
（令和４年10月14日時点）

集団接種の予約、変更、前日までの
キャンセル、初回接種の予約、タク
シー料金助成の申し込み等

壬生町新型コロナワクチン
コールセンター

平日のみ
午前９時～午後４時 （28）6818

問合せ 内　　容 受付日時 電話番号

日　　　程 予約時間
＜接種日一覧表＞

11/９（水）

11/10（木）

11/12（土）

11/13（日）

11/16（水）

11/17（木）

11/19（土）

11/20（日）

11/30（水）

12/３（土）

12/10（土）

12/16（金）

ワクチン接種者タクシー券助成事業
　65歳以上の方で、下記に該当する方はタクシー券の助成を行っています。
■助成の対象　町の住民基本台帳等で確認できる
　　　　　　　・65歳以上の一人暮らしの方、または65歳以上の方のみで構成されている高齢者世帯の方　
■利 用 範 囲　自宅からワクチン接種場所（町保健福祉センターまたは町内医療機関まで）
■利 用 方 法　※事前の申請が必要です。
　　　　　　　・ワクチンの接種の予約をされましたら、コールセンターまでお申し出ください。
　　　　　　　・住民基本台帳等で確認後、タクシー助成券を交付します。
■助成券についての注意事項
　・ワクチン接種日の往復分で、計２枚です。
　・１枚あたりの助成上限額は2,000円です。（申請者本人専用）
■助成券の使い方
　・乗車の際に券を乗務員にお手渡しください。
　・目的地に到着した際に、タクシー料金が助成券の上限額を超えた場合は、差額を乗務員にお支払いください。
　※その他詳細につきましては下記にご連絡ください。

　新型コロナワクチン初回接種（１・２回目）が完了した方を対象にオミクロン株に対応したワクチンの接種が
始まりました。

初回接種（１・２回目接種：12歳以上）
　初回接種（１・２回目）にはオミクロン株対応ワクチンは使用できません。
　オミクロン株対応ワクチンをご希望される方は従来ワクチンによる初回接種を完了されることが必要です。
　年内に１・２回目接種を完了することをご検討ください。
　※１・２回目に使用している従来ワクチンは年度内に国からの配給を終了する予定です。
　　予約は壬生町新型コロナワクチンコールセンターへお問合せください。
　※小児（5歳以上11歳以下）の３回目接種についてはコールセンターへお問合せください。

■接種券の発送について
　６月末までに初回接種（１・２回目）もしくは３回目、４回目接種をされた方には、接種券を発送しています。７月
以降に新型コロナワクチン接種をされた方には、接種可能日に合わせて順次送付します。

■集団接種について
　接種券がお手元に届いてから予約をしてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（81）1400
栃木県　受診・ワクチン
相談センター

土日祝日を含む毎日
24時間 0570（052）092

集団接種実施時間内壬生町保健福祉センター 集団接種の当日キャンセル

（81）1830平日のみ
午前９時～午後４時健康福祉課高齢福祉係 タクシー助成の問合せについて

副反応について

① 9：30～10：00
②10：00～10：30
③10：30～11：00
※接種する時間帯をお選びください。

④14：00～14：30
⑤14：30～15：00
⑥15：00～15：30



○C柊あおい
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木代表チーム「オール栃木」に所属す
る、南犬飼中３年の森田加恋選手と南

犬飼中１年の福冨心愛選手が、町長、教育長
に全国初優勝の報告に訪れました。
　オール栃木は８月18日（木）～24日（水）ま
で開催された、第７回全日本中学女子軟式野
球大会ＳＰトーナメントで優勝しました。
　背番号５番の内野手として活躍した森田選
手から、決勝の華々しい結果が報告されまし
た。
　今後ますますの活躍が期待されます。

壬生町体育協会バドミントン部所属
「バンビーズ」バドミントン講習会開催！
月３日（土）に町総合運動場体
育館にて、「バンビーズ」主

催のバドミントン講習会が開催され
ました。
　バドミントン元日本代表の水井妃
佐子さんを招き、町内の小学生３～
６年生25人が参加した講習会で
は、シャトルを使った基礎練習など
の指導が行われました。子ども達は
熱心に練習に取り組み、有意義な時
間を過ごしました。

9

左から　田村教育長　福冨選手　森田選手　小菅町長

栃

第７回全日本中学女子軟式野球大会ＳＰトーナメント
全国初優勝！オール栃木

第12回壬生町民ゴルフ大会結果

優　勝

準優勝

第３位

第４位

第５位

［成　績］
グロス ネット総合の部

優　勝

グロス総合の部 スコア

優　勝

男子グロスの部 スコア

優　勝

女子グロスの部 スコア

優　勝

シニアグロスの部（60才以上） スコア

優　勝

グランドシニアグロスの部（70才以上） スコア

９月28日　栃木ヶ丘ゴルフ倶楽部　60名参加

大森　雅美

齋藤　政人

石島　啓志

石村　壮

日向野　博史

81

86

84

75

92

69.0

69.2

69.6

70.2

70.4

おおもり      まさ み

さいとう      まさ と

いしじま      けい し

いしむら     つよし

  ひ  が  の        ひろふみ

吉岡　正人 72

石村　壮 72

中田　ハツ 98

荒川　勝 77

古澤　章司 76

よしおか　  まさ  と

いしむら　 つよし

なか だ　　　は　つ

あらかわ    まさる

ふるさわ　 しょうじ

もり た    か れん

みず  い   ひ

さ   こ

ふくとみここ な



月18日（日）、城址公園ホールにおいてNHK宇
都宮放送局と壬生町の共催によるNHK公開収

録「真打ち競演」を開催しました。
　１本目に古今亭駒治（落語）、阿佐ヶ谷姉妹（漫才）、
柳家権太楼（落語）、２本目に神田伯山（講談）、柳家
喬太郎（落語）によりさまざまな演目が演じられ、大盛
況となりました。
　なお、収録内容については１本目11月５日（土）、
２本目11月12日（土）にNHKラジオ第１（午後１時５
分～１時55分）で放送される予定です。

NHK公開収録
「真打ち競演」を

城址公園ホールで開催

6

おち あい　み　の　り

神田伯山（講談）

9

みぶ城址フェスティバルを開催
月25日（日）、城址公園ホール（壬生中央公民館）と歴
史民俗資料館、図書館の３館連携事業としてみぶ城

址フェスティバルを開催しました。
　クイズラリー、勾玉作りや推し本バトル等の体験型の催し
や、本のリサイクル市、人形劇等のさまざまな催し物が開か
れ、こどもから大人まで楽しめるフェスティバルとなりました。

9

月11日（日）に城址公園ホールにて、みぶ吹奏楽団第５回定期演奏会が開催されました。新型コロナウィルス感
染拡大により３年ぶりの開催となりましたが、たくさんの来場者がありました。

みぶ吹奏楽団第５回定期演奏会が開催されました
9

みぶ吹奏楽団
ウェブサイト

◎問合せ
みぶ吹奏楽団
みぶ吹奏楽団では一緒に音楽を
楽しんでくれる仲間を募集して
います。
高校生以上で、楽器を用意でき
る方ならどなたでも歓迎します。

　今年は「みぶ吹ハッピーイエロー」
をテーマとし、葉加瀬太郎作曲の「ひ
まわり」の演奏や、とおりまち保育園
の園児が書いた「ひまわり」の絵をロ
ビーに展示しました。

壬生少年少女合唱団の演奏

出店ブース（かき氷・野菜・花の販売やバザー）

おはなしの森（読み聞かせ・人形劇）

ここんていこま じ　　　　　　　　　  あ   さ   が   や   しまい

やなぎやごん た ろう　　　      　　　　　　　　　　　  かん だ はくざん　　　　　　　　やなぎや

きょうたろう

は  か   せ  た ろう



○C柊あおい

地域の特色ある活動に取り組んでいます！
藤井小学校放課後子ども教室 羽生田小学校放課後子ども教室
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　水曜日を中心にかんぴょう音頭の練習をしています。高学年
がお囃子を、低学年が花傘踊りを担当し、運動会での発表に向
けて練習を重ねています。藤井かんぴょう音頭保存会のご協力
で、太鼓や鉦、鼓などの伝統的な和楽器に、子どもたちが身近
に触れることができる貴重な機会を作っていただいています。

　放課後子ども教室は、放課後に学校等の施設を活用し、子どもたちが安心・安全に過ごすことのできる居場所をつくり、さまざま
な体験活動や、地域住民との交流及び学習活動の場を提供することを目的として、地域・学校・行政が協力し事業を行っています。

　今年度から初めて、空手を体験する活動が始まりまし
た。羽生田地区在住の、国際剛柔公道会本部会長の篠﨑
章さんと同会指導員の篠﨑禮子さんを講師に迎え、子ど
もたちは熱心に空手の技に挑戦しています。大きな声を
出し元気いっぱいに取り組んでいます。

藤井小児童と藤井かんぴょう音頭保存会会長の栃木勝さん 空手に挑戦する羽生田小児童と講師の篠﨑章さん、篠﨑禮子さん
とちぎまさる

月16日（金）役場において、壬生
中学校剣道部が町長へ大会結果

の報告を行いました。壬生中学校剣道
部は、第52回全国中学校剣道大会（男
子団体）第３位入賞という輝かしい成
績を収めました。顧問の先生から、町
長へ「歴代最高の成績を収めることが
できた」との全国大会の結果を報告し
ました。
　全国大会第３位入賞おめでとうござ
いました！

人権擁護委員に北見修氏が委嘱されました

ますぶちなおき　　　　　　　　　　　　　　　すず き や ま と　　　　　　たかまつひろ と　　　　　  かん べ こう じ　　　　　　うえ の たくろう

きた　み　おさむ

見修氏が令和４年10月１日付けで法務大臣
から人権擁護委員に委嘱されました。

　人権擁護委員は、地域の皆さんの人権に関する
悩みごとなどの相談に応じるほか、街頭啓発活動
や小・中学生を対象とした人権講話・ビデオフォ
ーラムなどを通して、人権の大切さについての理
解を深めてもらうなど、人権意識の高揚にも務め
ています。

北

左から
増渕直樹校長　小菅町長　鈴木大聡選手　髙松宥人選手　神部光司選手　上野琢朗顧問　田村教育長

9

壬生中学校剣道部 第52回全国中学校剣道大会（男子団体）
第３位入賞報告 表敬訪問

かね   つづみ

あきら　　　　　　　　　　　　　　　　　　しのざき れい こ

しのざきはやし

左から　小菅町長　北見修氏



役場大会議室で実施しました。
生徒代表として壬生中学校３年生の井上真緒さん
による挨拶が行われました。

８月４日 出発式

８月15日～19日 オンライン海外体験語学研修

　令和４年度壬生町中学生オンライン海外語学研修が、８月15日（月）～19日（金）の５日間の日程で実施さ
れました。
　この事業は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い中学生を海外に派遣できないことにより、オンラ
インによるバーチャルホームステイや現地大学生との異文化交流を通して、外国語による表現力と理解力
を高めるとともに、国際感覚豊かな青少年の育成と国際交流の推進を図ることを目的として、中学１～３
年生の希望者を対象に、オーストラリア・ニュージーランド・シンガポールとの交流を実施しました。

中学生が

いのうえ ま   お

☆第１日目 ニュージーランドのイントロダクション、
マオリ文化に触れる、バーチャル観光を
実施

・オーストラリア、ニュージーランド、シンガポールでのバーチャルホームステイ
・現地大学生とのセッション
・日本との文化の違いについて
・バーチャル観光等
５日間英語の学習と併せ異文化交流を体験しました。

ニュージーランドのイントロダクション

マオリ文化についてホームステイ

令和４年度壬生町中学生オンライン海外語学研修

オーストラリア・ニュージーランド・
シンガポールと国際交流

中学生

国際交流

中学生

国際交流

8

研修日程と様子



全４グループからの代表者２名ずつから今回の研修につい
ての感想の発表会を行い、最後に研修の振り返りとして研
修の様子をまとめた動画を上映しました。

８月23日 帰国式（オンラインで実施）

☆第２日目 オーストラリアのイントロダクション、
バーチャルホームステイ、現地大学生と
のセッションの実施、アボリジニー文化
について学ぶ

☆第３日目 シンガポールのバーチャルツアー＆クイズ、現地大学生とのセッションを実施

☆第４日目 オーストラリアのバーチャル観光ツアー
オーストラリアで働く日本人による会社案内を実施、オーストラリア英語について学ぶ

☆第５日目 ニュージーランド在住日本人との交流、現地大学生とのセッションの実施、研修の感想について英語で発表

バーチャルホームステイ

現地大学生とのセッションバーチャルツアー＆クイズ

ニュージーランド在住日本人との交流

研修のまとめ（生徒による英語でのスピーチ）現地大学生とのセッション

現地大学生とのセッション

9

現地大学生とのセッション



　８月９日～８月22日に、町内の小学校にある各学童クラブ
へ訪問しました。今年度、初めて実施することができた取り組
みになります。JLCでは、８月の学童訪問に向けて、６月か
ら企画や準備をしてきました。今回は、「紙コップけん玉工作」
と「宝探しゲーム」を企画し、各学童の要望に応じて活動しま
した。参加したJLC会員からは、「子どもたちがとってもよろ
こんでくれてすごくうれしかった」「すごく一生懸命つくって
くれて、作り終わったらたくさん遊んでくれて、それを見せに
きてくれて、すべてがうれしかったです」「最初は少し緊張し
ましたが、だんだん楽しくなりました。普段関わることがない
子たちと活動できて、うれしくなりました」などの感想があり
ました。また、夏休み中の小学生にとっても、年の近い中学生
や高校生との交流は、よい刺激になったようでした。

夏休み中の学童へ訪問！小学生と活動しました

みぶ城址フェスティバルに出店！下野市JLCとの交流会

壬生町教育委員会ホームページでもふ.る.るMibuJLCによる地域活動の情報を発信しています 検 索壬生町教育委員会生涯学習課

J L C
ジュニアリーダースクラブ通信
発行：生涯学習課
〒321-0214　大字壬生甲3841番地1
TEL 81-1873 ／ FAX 82-0935
E-mail : gakusyu@town.mibu.tochigi.jp

通信

第25号　2022年 11月
広報紙版クラブ版クラブ版

　７月24日に、嘉陽が丘ふれあい広場にて、ふ.る.る
MibuJLCと下野市JLCの交流会を行いました。午前
中に、マジックホップの会の講師を９名お招きして
「マジック講習会」を、午後には各市町の活動につい
て意見交流をしたり、体育館でスポーツをしたりと、
充実した交流会となりました。
　マジック講習会では、たくさんの手品を間近で見せ
ていただいたあと、実際に手品をやってみるという体
験をしました。プロのマジシャンから技を習得し、
個々のスキルアップを図ることができました。

　９月25日に城址公園で、みぶ城址フェスティバ
ルが開催されました。JLCでは、「紙コップＵＦ
Ｏキャッチャー」と「オリジナルしおり作り」の
工作体験ブースを出店しました。天気にも恵ま
れ、賑わいのあるイベントとなりました。約２ヶ
月かけて企画、準備をした工作体験ブースは、多
くの親子連れが訪れ、終始大盛況でした。
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令和４年 ～土地の標準価格を公表～
　９月21日付けで、地価調査結果が公表されましたの
で、町の内容についてお知らせします。
　地価調査は、国土利用計画法施行令に基づき、栃木
県知事が７月１日を基準日として調査したものです。
　この価格が民間の土地取引の目安となり、公共事業
の用地取得の基準になります。

※関係図書の閲覧は、総合政策課でおこなっています。
　また、栃木県のウェブサイトでもご覧いただけます。
　栃木県ウェブサイト　トップページ「くらし・環境」→「土地」→「地価」→「地価調査結果」

第１種中高層住居専用地域
　○ 表町1928番２〔表町11－46〕  

第１種低層住居専用地域
　○ 大字壬生丁字六美117番24  
　○ 緑町１丁目1022番24〔緑町１－４－11〕

第１種住居地域
　○ 中央町327番３〔中央町２－15〕 

近隣商業地域
　○ 中央町1343番７〔中央町７－18〕  

市街化調整区域
　○ 大字羽生田字前川原2346番４外  
　○ 大字北小林字上新田1161番地132

３０,０００円（変動率：±０％）

３３,８００円（変動率：－０.３％）
４０,８００円（変動率：－０.５％）

３５,０００円（変動率：－１.４％）

４２,５００円（変動率：－２.１％）

１２,９００円（変動率：－０.８％）
４０,４００円（変動率：－）

令和４年
● 価格判定基準日
● 調査地点の名称
● 調査地点数
● 公表日
● 基準地の価格

令和４年令和４年
７月１日
基準地
町内７地点
令和４年９月21日（県公報）
１平方メートル当たりの価格

地価調査地価調査地価調査地価調査

11

安心と安全の保証付車検を提供する まごころサービス
関東陸運局指定民間車検場　鈴木自動車販売

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798

◎問合せ　税務課収税係　☎（81）1816

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の
納付額確認書等について

　確定申告をされる場合、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の領収書は、社会保険料
控除の控除額を確認するための大切な資料となりますので、紛失しないようにしてください。
　口座振替で納付されている方は、１月中旬に控除の証明となる口座振替済通知書を送付します。
　領収書等を紛失された場合は、納付額確認書を発行しますので、運転免許証等の本人確認ができる書類
をお持ちのうえ、町税務課収税係または稲葉出張所・南犬飼出張所までお越しください。
　また、年金から国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料を天引き（特別徴収）されている
方については、日本年金機構より送付される年金の源泉徴収票の社会保険料の欄に納付額が記載されてい
ます。源泉徴収票は、確定申告等で必要となりますので紛失しないようにしてください。

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の
納付額確認書等について
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※この試算は、通常加入で保険料月額２万円で加入し、
　65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利
　率が0.30％となった場合の試算です。受取総額は65
　歳での農業者年金加入者について想定している平均余
　命を考慮し、男性86.5歳、女性92.0歳まで生存した
　場合の金額です。
※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。
　制度発足以降の19年間（令和２年度まで）の運用利
　回りの平均は、年率2.97％です。
※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、
　令和４年度は0.30%となっています。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。
※保険料額１万円コースについては、35歳未満は保険
　料月額１万円で加入時、35歳以以降は月額２万円で
　加入した場合です。

①農業に従事されている方は誰でも加入できます。
　加入要件
　・年間60日以上農業に従事している方
　・原則国民年金第１号被保険者である方（ただし、国
　　民年金保険料納付免除者を除く）
　・20歳以上60歳未満の方
※さらに、年間60日以上農業に従事する60歳以上65歳
　未満の国民年金任意加入者も加入できます。
②少子高齢化時代でも安心できる財政方式です。
　　財政方式は積立方式の確定拠出型になります。これ

　は、保険料を支払っている方の数や年金を受給してい
　る方の数が変化しても影響を受けにくい制度です。
③保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます。
　　自分が必要とする年金の額の目標に向けて、保険料
　を自由に決められ（月額２万～６万７千円の間で千円
　単位）、経営の状況や老後設計に応じていつでも見直
　せます。また、途中脱退、再加入も可能で、納められ
　た保険料は将来年金として支給されます。
④税制面で大きな優遇措置があります。
　　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象と
　なり、所得税・住民税が節税になります。
　例：課税対象所得が195万円超330万円以下の方
　　　税率20.2％　保険料月額２万円（年額24万円）
　　　の場合、４万８千円の節税になります。
⑤80歳までの保証がついた終身年金です。
　　80歳までにお亡くなりになった場合、死亡一時金
　があります。
⑥認定農業者など一定の要件を満たす方には、保
　険料の国庫補助があります。
　　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族
　経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の条件
　を満たす方には保険料の国庫補助（月額2万円の保険
　料の場合、月額４千円～１万円）があり、その国庫補
　助分も含めて将来年金が受給できます。
◎問合せ
　独立行政法人　農業者年金基金　☎03（3502）3199
　町農業委員会事務局　　　　　　☎（81）1875

20歳

30歳

780万円
960万円
660万円
720万円
480万円
240万円

58万円
76万円
45万円
50万円
30万円
13万円

49万円
64万円
38万円
43万円
25万円
11万円

1,243万円
1,635万円
968万円
1,085万円
642万円
286万円

1,315万円
1,730万円
1,024万円
1,148万円
680万円
303万円

加入年齢

40年

30年

納付期間

１万円
２万円
１万円
２万円
２万円
２万円

保険料額 保険料納付総額
男性 女性 男性 女性
年金額（年額）

農業者年金に加入すれば～農業者年金の支給額の試算～  （金額：万円未満四捨五入）
平均余命までの受給総額

　豊かな老後生活のためには、国民年金の他にプラス

して、老後の生活費を自分で準備する必要があります。

サラリーマンは、厚生年金や共済年金で国民年金（基

礎年金）への上乗せ（厚生年金のモデルケースでは月額

約22万円の年金額）がありますが、農業者の皆さんも、

メリットがたくさんある農業者年金に加入して安心で

豊かな老後を迎えましょう。

農業者年金でしっかり積み立て、

農業者年金の特徴

40歳
50歳

20年
10年

安心で豊かな老後へ安心で豊かな老後へ
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第11回壬生町ゆうがおマラソン大会に伴う
交通規制及び総合運動場施設の使用制限について

△  5kmの部
▲10kmの部

　第11回壬生町ゆうがおマラソン大会の開催に伴い、下記のとおり、交通規制を実施します。本大
会は、ゲストランナーにシドニー五輪女子マラソン金メダリストの高橋尚子さんをお迎えして行うた
め、多くの参加者等が見込まれます。大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。
　また、大会の開催に伴い、総合運動場の施設に関し下記のとおり使用を制限させて頂きますので、
ご理解ご協力をお願いします。

◎問合せ　壬生町ゆうがおマラソン大会実行委員会事務局
　　　　　（町スポーツ振興課）　☎（82）2345
　　　　　【総合運動場体育館内：第一月曜日休館】

○日　　時　12月４日（日）雨天決行　午前９時～午後０時30分
○交通規制　コース上は原則、車両全面通行止め
　　　　　　県道宇都宮・栃木線については、宇都宮方面片側一車線通行規制 スポーツ振興くじ助成事業

▲3kmの部

四所神社

壬生消防
署

みぶハイウェーパーク
道の駅みぶ北関東

自動車
道

壬生
総合公園
陸上競技場

○総合運動場施設の使用制限
　◆12月４日（日）マラソン大会開催当日
　　総合運動場施設貸出及び受付業務を休止します。
　◆11月28日（月）から12月４日（日）
　　総合運動場体育館の使用を休止します。

　　壬生町駅伝実行委員会では、2023年１月29日に３年ぶり開催の第64回栃木県郡市町対抗駅伝競走大会出場に向
けて、駅伝チームメンバー（中学生以上）及びチームスタッフを募集します。
　また、同日開催の栃木県小学生駅伝競走大会出場に向けた、小学生駅伝チームメンバーも募集中です。
　活動内容は、町総合公園陸上競技場や栃木など町外の陸上競技場で強化練習の実施、また町内外の各種マラソン大会
等への参加を予定。なお練習（午前９時～11時）は、駅伝チーム、小学生駅伝チーム合同で実施します。
興味のある方は、自薦、他薦問いませんので、ぜひ実行委員会事務局までお問合せください。

日

12

1

月

11

曜日 集合時間 内　　　容 場　　　　所
6
13
20
27
3
11
18
25
1
8
15
22
28

（日）
（日）
（日）
（日）
（土）
（日）
（日）
（日）
（日）
（日）
（日）
（日）
（土）

9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00
9：00

練習会（開会式）
練習会
練習会
練習会
練習会
練習会
練習会
練習会
練習会（自主練習）
練習会
試走会
練習会（試走会予備日）
練習会（調整）

壬生町総合公園陸上競技場
壬生町合公園陸上競技場
栃木市総合運動公園陸上競技場
壬生町総合公園陸上競技場
壬生町総合公園陸上競技場
壬生町総合公園陸上競技場
栃木市総合運動公園陸上競技場
栃木市総合運動公園陸上競技場
壬生町総合公園陸上競技場
壬生町総合公園陸上競技場
県庁～栃木市総合運動公園陸上競技場
壬生町総合公園陸上競技場
壬生町総合公園陸上競技場

◎問合せ　壬生町駅伝実行委員会事務局（町総合運動場体育館内）　☎（82）2345　FAX（82）2706
　　　　　メール　sports@town.mibu.tochigi.jp

スタート
＆ゴール

みぶ
ハイウェーパーク
道の駅みぶ

北関
東自
動車
道

スタート
＆ゴール

壬生町
総合公園
陸上競技場

●
練
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

（
予
定
）
※
練
習
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
日
時
・
場
所
を
変
更
す
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

栃木県郡市町対抗駅伝・栃木県小学生駅伝

５km、10kmコース

３kmコース

壬生町総合
運動場
　　● 

　　 ●
壬生町
役場

●壬生消防署●壬生消防署

10kmの部
スタート＆ゴール

チームメンバー 等募集！チームメンバー 等募集！

スタートゴール スタートゴール

陸上
競技場

駐車場

駐
車
場



加入者は職業等によって３つの種別に分かれ、それぞれ手続先が異なります。

種　　別

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

加入資格

下記以外の方

会社員・公務員等

会社員・公務員等の被扶養配偶者

役場住民課国保年金係
又は稲葉・南犬飼出張所

勤務先

配偶者の勤務先

届 出 先

　会社を退職した方（厚生年金被保険者資格を喪失）や、会社を退職した方に扶養されていた配偶者は、国民年金
の加入手続が必要です。

　年金記録や将来の年金受給見込み額を確認し、未来の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認できるほか、将来の年金受給見込額
について、ご自身の年金記録を基にさまざまなパターンの試算をすることもできます。
　「ねんきんネット」については、日本年金機構のウェブサイトでご確認いただくか、栃木年金事務所にお問合せ
ください。

　自営業・学生等の方は国民年金の第１号被保険者となり、日本年金機構から送付される納付書等で保険料を納め
ます。（月額１６，５９０円：令和４年度）
①現金納付→金融機関(ゆうちょ銀行を含む)及び、コンビニエンスストアで納付
　　　　日本年金機構から送付される納付書で納めます。２年分・１年分・半年分をまとめて前納すると保険料が
　　　　割引になります。
②口座振替による納付→指定金融機関から翌月末振替
　　　　金融機関からの口座振替により、納め忘れを防止できます。現金納付より割引率の高い２年分・１年分・
　　　　半年分の前納のほか、早割納付（当月末振替：50円割引）も選択できます。
③その他の納付方法
　　　　クレジットカード納付や、ペイジーによるパソコン・スマートフォン・ＡＴＭを利用した電子納付があり
　　　　ます。（詳しくは、日本年金機構のウェブサイトをご覧ください）
　　　　保険料の納め忘れが続くと、老後に受給できる年金額が少なくなったり、障害年金や遺族年金を受給でき
　　　　なくなったりする場合がありますので、保険料は納付期限内に忘れずに納めましょう。
　　　　※納付期限は翌月末です。２年を経過すると時効により納めることができなくなります。
【付加保険料】
　　　　付加保険料（月額400円）を納付すると、老齢基礎年金を受給する際に付加年金が加算されます。
　　　　　　　　　　　　　　付加年金受給額（年額）　200円×付加保険料納付月数
◎付加保険料の納付を希望される方（第１号被保険者・任意加入者）は、届出が必要となります。
◎国民年金基金にご加入中の方は、付加保険料を納付できません。
◎納付期限（対象月の翌月末）を経過しても２年間は付加保険料を納付することができます。

国民年金保険料の納付方法は…？国民年金保険料の納付方法は…？

11月は年金月間です11月は年金月間です11月は年金月間です

　国民年金は、日本国内に住む20歳～60歳の方が加入する公的な社会保障制度であり、
老後や傷病の際に生活の経済的支えとなります。

11月30日は「年金の日」
い  い　 　　み ら い

ねんきんネットをご活用ください！ねんきんネットをご活用ください！
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国民年金の加入手続を忘れずに！国民年金の加入手続を忘れずに！



制 　 　 度

対　象　者
期　　　間

審 査 対 象
( ※ ２ )

内　　容

保険料免除制度
学生以外の方
７月～翌年６月

・被保険者
・配偶者
・世帯主　の前年所得

保険料の全額か、一部
（1/4・半額・3/4）が
免除されます（※３）

納付猶予制度

学生以外の方（50歳未満の方）

・被保険者
・配偶者
　の前年所得

保険料が納付猶予
となります（※４）

７月～翌年６月

学生納付特例制度
学生（※１）

４月～翌年３月

被保険者の前年所得
［必要添付書類］
学生証のコピー又は在学証明書

保険料が納付猶予
となります（※４）

※１：定時制、１年間就学制、その他の非対象学校を除く。
※２：審査対象の中に退職(失業)された方がいる場合、その方の所得を審査対象から除外することが
　　　できます。
　　　(必要添付書類：雇用保険受給資格者証または雇用保険被保険者離職票のコピー)
※３：一部免除の場合、指定された保険料を納付しないと免除該当となりません。
※４：年金の受給資格期間に算入されますが、老齢年金の受給額には反映されません。

◎問合せ
◆ねんきんダイヤル
●栃木年金事務所　お客様相談室
●住民課国保年金係

☎0570（05）1165
☎（22）4134
☎（81）1827

……………………………
……………

……………………………

　国民年金は、老後や傷病・死亡の際の生活を３つの基礎年金（老齢・障害・遺族）でサポートします。支
給を受けるためには、一定の納付要件が必要です。
【老齢基礎年金】受給資格期間が10年以上になりました
　国民年金保険料を20歳～60歳まで納付し、65歳から生涯受給する年金です。受給するためには、保険料
納付済期間と保険料免除期間の合計が10年以上必要です。
　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　777,800円（令和４年度：40年間納付した場合）
【障害基礎年金】
　国民年金加入中（20歳前や老齢基礎年金を受給していない国内在住の60歳以上65歳未満を含む）に、病気や
ケガで一定の障がいの状態になってしまった場合、受給できる年金です。生計を維持されている子がいる場合に
は、子の人数に応じて加算があります。
　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　１級の障害の場合　　　　　972,250円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２級の障害の場合　　　　　777,800円 
【遺族基礎年金】
　国民年金にご加入中の方や老齢基礎年金の受給資格を満たした方が亡くなった場合、その方に生計を維持さ
れていた子のいる配偶者、または子が受給する年金です。子の人数に応じた額の遺族基礎年金が受給できます。
　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　配偶者と子（１人）の場合　1,001,600円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子（１人）の場合　　　　　　777,800円
　※子とは、18歳未満または障害のある20歳未満の子をいいます。

生活を支えるさまざまな基礎年金生活を支えるさまざまな基礎年金

　国民年金には、保険料の納付が困難な場合に保険料を免除・納付猶予する制度があります。免除・納付猶
予が承認されると年金の受給資格期間として算入されるほか、保険料を納付できる期間が10年間に延長さ
れます。（３年度目以降は加算額がつきます)
　老後の生活や万一の病気・ケガの際に困らないためにも、保険料を未納のまま放置せず、免除・納付猶予
制度をご利用ください。

保険料の納付が困難なときは、免除申請を！保険料の納付が困難なときは、免除申請を！
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　１月１日～９月30日までの間に国民年金保険料を納付した方については10月下旬から11月上旬頃に、10月
１日～12月31日までの間に国民年金保険料を納付した方については翌年２月上旬頃に、日本年金機構から『社
会保険料(国民年金保険料)控除証明書』が送付されます。

控除証明書に関するお問合せはねんきん加入者ダイヤルにお願いします。
　　●ねんきん加入者ダイヤル　☎0570（003）004（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　※一般の固定電話の場合、市内通話料金でご利用できます。
　　●050で始まる電話からおかけになる場合　☎03（6630）2525
　　　　　　　　　　※通常の通話料金がかかります。
＜受付期間＞　～令和５年３月15日(水)
＜受付時間＞　月曜日～金曜日　　午前８時30分～午後７時
　　　　　　　第２土曜日　　　　午前９時30分～午後４時
　　　　　　　※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日はご利用できません。
公的年金の源泉徴収票の紛失・再交付に関する問合せは、ねんきんダイヤルまでお願いします。
　　●ねんきんダイヤル　☎0570（05）1165（ナビダイヤル）

　日本年金機構では、国民年金保険料の納付・免除促進の一部業務について、民間事業者へ委託しています。
　これは、国が行っていた国民年金保険料の納付・免除促進の一部業務を民間事業者に委託することで、創意
工夫や独自ノウハウの活用により、低コストでより良いサービスの提供を目指すものです。

【訪問時の注意点】
・顔写真入り身分証明書を提示します。
・その場で現金をお預かりすることはありません。
　納付については、日本年金機構が発行した納付
　書により、金融機関やコンビニエンスストアで
　お支払いしていただくようご案内します。

日本年金機構では 国民年金保険料のご案内を　　　　   しています民間委託民間委託

≪主な業務≫
電話・文書・戸別訪問による納付案内をさせてい
ただく場合があります。
◎国民年金保険料の納付(未納)状況に関する納付の
　ご案内
◎国民年金保険料免除・納付猶予制度のご案内

《ご案内させていただく委託事業者（栃木年金事務所管内）》
○事業者名　株式会社バックスグループ
◎問 合 せ　☎0800（808）7000
※民間委託事業についての詳細や、その他の地域を担当する委託事業者については、日本年金機構ウェ
　ブサイトまたはお近くの年金事務所でご確認ください。

民間委託

『社会保険料（国民年金保険料）控除証明書』
の送付について

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において社会保険料控除の対象となります。控除を受けるには、
納付したことを証明する書類の添付が義務付けられていますので、年末調整や確定申告の際には、必ず控除証明
書(または領収証書)を添付してください。
　ご家族の国民年金保険料を納付した場合も、申告者の社会保険料控除に加えることができますので、ご家族宛
てに送られた控除証明書も忘れずに申告しましょう。

　１月１日～12月31日に納付した国民年金保険料(過年度分を含む)全額が
社会保険料控除の対象となります。
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※土曜日、日曜日、国民の祝日・休日、年末年始(12月29日から１月３日)は除きます

〇申請後１か月ほどでカードが出来上がります。役場から
　交付通知書（ハガキ）が届きましたら、受け取りの予約を
　お願いします。

令和４年９月末現在で44.39％の方が個人番号（マイナンバー）
カードを取得しています。申請していない方、受け
取りに来ていない方はぜひ取得をお願いします！

午前９時から
午後６時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時40分

午前９時から
午後４時45分

午前９時から
午後４時45分

午前９時から
午後６時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時40分

午前９時から
午後６時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時40分

日 月 火 水 木 金 土

10

16

9

午前９時から
午後４時45分

午前９時から
午後４時45分

24

17

23

11 12

13 15

6

18 19

20 22

午前９時から
午後４時40分

午前９時から
午後６時40分

午前９時から
午後６時40分

3029

25 26

27

14

21

28

7

5

8

32 41

稲葉・南犬飼出張所でも交付を行っています。
※出張所での交付は完全予約制となりますので、本庁住民課までお電話ください。

＊土・日曜日の交付は完全予約制となります。
＊また、予約状況に限らず、希望の方にはマイナポイントのお手続を下記のとおり対応します。
　〈平日：午前９時から午後４時〉〈11/６（日）、12（土）、２７（日）：午前９時から正午、午後１時から４時〉

11月個人番号（マイナンバー）カード役場本庁交付日程表

スマートフォンを使ってマイナンバーカードのオンライン申請ができます！

交付申請書に記載されてい
る二次元コードを読み込み、
申請専用URLにアクセスし
てください。申請書をお持
ちでない方は、住民課に電
話いただければ郵送します。

利用規約の確認をしていた
だき、メールアドレスをご登
録ください。その後、登録
完了のメールが届きます。
本メールに申請情報入力を
行うURLを記載しています。

顔写真登録画面にて顔写真
をアップロードしてくださ
い。電子証明書発行希望有
無、点字有無、生年月日を
入力してください。申請を
していただくと、申請完了
のメールが届きます。申請
内容に不備があった場合、
メールが届きますので、再
申請をしてください。

03二次元コードの読み込み メールアドレスを登録 申請情報を登録01 02
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◎問合せ　住民課…………………………… ☎（81）1824
　〈マイナポイントについて　総合政策課　☎（81）1813〉
　受付時間　平日午前８時30分から午後５時15分
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秋の火災予防運動秋の火災予防運動
令和４年11月9日～15日

下野市・壬生町は防災情報伝達システム等による屋外拡声器でお知らせします。（随時）
上三川町はサイレンを鳴らします。（夕方６時）

住宅用火災警報器は設置していますか？住宅用火災警報器は設置していますか？
　住宅用火災警報器は消防法・火災予防条例によりすべての住宅に設
置が義務付けられています。寝室や階段の天井、壁面に住宅用火災警
報器を設置して火災が発生した場合の逃げ遅れを防止しましょう。

住宅用火災警報器には寿命があります。
取り替えの目安は10年です。
あなたのご家庭では大丈夫ですか？

第42回石橋地区少年消防クラブ防火標語展《秋季最優秀作品》

消したはず  そんなミスこそ  命取り
下野市立南河内第二中学校 １年 小島琉煌さん

こ じま る きあ

消防・災害メールは
こちらの二次元コード
から登録できます。

下野市・壬生町・上三川町
石橋地区消防団連絡協議会
石橋地区危険物保安協会
石橋地区女性防火クラブ連絡協議会

お問い合わせ先通信指令課
☎０２８５（５３）１１１９

住宅防火 いのちを守る 7つのポイント

火災と救急・救助は「119番」

期間中

政府広報オンラインより引用

（5）寝具やカーテンなどには防災品を使用する

（1）寝たばこは絶対しない

（4）住宅用火災警報器を設置する

（2）ストーブの近くに
燃えやすいものを置かない

（7）日ごろから隣近所と
の協力体制をつくる

（6）住宅用消化器等
を設置する

（3）こんろに火を点けたままで
そばから離れない



犯罪被害者週間
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犯罪被害者週間
11月25日～12月１日 犯罪被害者等支援シンボルマーク　

　　　　　　「ギュッとちゃん」

　犯罪被害は、ある日突然、誰にでも起こりえることです。
　犯罪に遭われた方やご家族は、犯罪による直接的な被害だけではなく、心身の不調、周囲の何
気ない一言、プライバシーの侵害や配慮のない言葉など、精神的な「二次被害」に苦しめられる
ことも少なくありません。
　被害を受けた後も、住み慣れた地域で安心して暮らすためにはみなさんの理解と配慮、温かい
支援が必要です。
　犯罪被害者等基本法が成立した12月1日以前の1週間である、11月25日～12月1日は犯罪被
害者週間です。この週間を機会に、犯罪被害に遭われた方々や、そのご家族の方々が置かれてい
る状況について、一層のご理解とご協力をお願いします。

　町の相談窓口は、生活環境課くらし安心係と
なります。
　犯罪被害者等が必要とする支援に関係する町
の部署への取り次ぎ、支援制度の案内、専門機
関等との連絡調整の窓口として、また、犯罪被
害者等が必要としている情報の提供や助言を行
います。

　町では、犯罪被害者等に寄り添い、社会全体で支えていくことを目的に「壬生町犯罪被害者等
支援条例」を制定しました。
　犯罪の被害に遭われた方、そのご家族等が安心して生活することができるように、犯罪被害者
等の皆さんが抱える悩みや問題について、町や関係機関等が連携し、支援を行います。

壬生町犯罪被害者等支援条例

犯罪被害に遭われたら、ひとりで悩まずご相談ください

～犯罪被害に遭われた方を社会全体で支えるため～

を制定しました

　殺人や傷害など故意の犯罪行為による被害に遭
った被害者、ご家族に対して被害後に直面する経
済的負担を軽減する目的で見舞金を支給します。

○遺族見舞金　　　300，000円

犯罪行為により死亡した町民の遺族に支給

○重傷病者見舞金　100，000円
犯罪行為による負傷または疾病にかかる
療養の期間が１か月以上（精神疾患の場
合は療養の期間が１か月以上かつ３日以
上労務に服せない程度）の状況の場合、
被害を受けた町民に支給

生活環境課　くらし安心係
  ☎ （81）1826
FAX（28）6780
メール  seikatsu@town.mibu.tochigi.jp

町 の 相 談 窓 口

犯罪被害者週間

町 の 相 談 窓 口 見舞金を支給します

壬生町犯罪被害者等支援条例壬生町犯罪被害者等支援条例
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令和４年度住民税均等割非課税世帯等の皆さんへ

受給には手続が必要です

●電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金（１世帯あたり５万円）は、
　住民税均等割非課税世帯や令和４年１月から 12 月までに家計急変のあった
　世帯を支援する新たな給付金です。

●給付金を受給するためには、手続が必要です。

給付金の支給額 給付金の支給時期

支給対象と申請方法

世帯全員の令和４年度
「住民税均等割が非課税」

の世帯

令和４年１月～12月の収入が
減少し「住民税非課税相当」
の収入となった世帯（家計急変世帯）

支給対象となる可能性が高い
世帯に確認書を送付します
（12月上旬発送予定）

※一部申請が必要な場合があります

支給対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）

令和４年９月30日時点で住民登録のある
市区町村から確認書が送付されます。

１世帯あたり５万円

詳しくは次ページ「Ⅰ」へ 詳しくは次ページ「Ⅱ」へ

※申請時点で住民登録のある市区町村が窓口です。
　申請期間は市区町村により異なりますのでご注
　意ください。

申請時点で壬生町に住民登録のある方は、
壬生町健康福祉課へ申請が必要となります。
必ず次ページをご確認ください。

※町が確認書（または申請書）を受理
　した日から３週間後が目安です。

申請が必要です要返送

支給手続や支給要件の詳細は次ページをご確認ください

電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金（５万円/1世帯）のご案内



●支給対象となる可能性が高い世帯には、壬生町から給付内容や確認事項が書かれた
　確認書が届きます。（12月上旬発送予定）
●書類の内容を確認して、必ず返信してください。
　　　　　　　　　　　　　（提出期限：令和５年１月31日　当日消印有効）

●給付金を受け取るには申請が必要です。（提出期限：令和５年１月31日　当日消印有効）
●申請書に必要事項を記入して、添付書類と一緒に健康福祉課にご提出ください。
●審査の上、支給を決定します。

【確認事項】
　　①記載された給付金振り込み口座番号に誤りがないか
　　②住民税が課税されている方の扶養親族のみの世帯ではないこと

住民税非課税世帯等に対する臨時特例給付金の
「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！

収入が減少することが、あらかじめ明らかな月の収入減少により給付を申請
した場合、不正受給（詐欺罪）に問われる場合があります。！

自宅や職場などに都道府県・市区町村や国の職員 などをかたる不審な電話や郵便があった場合
は、お住まいの市区町村や最寄りの警察署か警察相談専用電話（♯9110）にご連絡ください。

！

受付時間  午前９時～午後８時
　　　　（土・日・祝・12/29～１/３を除く）

内閣府住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金コールセンター

壬生町健康福祉課社会福祉係
☎（81）1883
メール：kenko@town.mibu.tochigi . jp
申請書類の送付の申込は
https://logoform.jp/form/xJdf/153446
でも受け付けています。

問合せ・連絡先

0120（526）145

Ⅰ
世帯の全ての方が、令和４年１月１日以前から壬生町にお住まいの場合

世帯の中に、令和４年１月２日以降に壬生町に転入した方がいる場合

※住民税非課税相当とは、世帯員全員のそれぞれの年収見込額（令和４年１月から12月までの任意の１か月収入×12倍）が市町村
　民税均等割非課税水準以下であることを指します（適用される限度額は、市区町村ごとに異なります）
（例）住民税非課税となる年間給与収入の目安（壬生町の場合）単身の場合：93万円以下、扶養親族（１人）の場合：138万円以下

Ⅱ

給付金の支給手続

※令和４年10月１日以降に壬生町に転入された方は、転入前の市区町村にお問合せください。

令和４年度住民税（均等割）が非課税の世帯

予期せず家計が急変したことで収入が減少し、
世帯全員が住民税非課税相当 ※となった世帯（家計急変世帯）
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◎申請を希望される方は、下記までご連絡ください。申請書類をお送りします

●給付金を受け取るには、申請が必要です。（申請期限：令和５年１月31日 当日消印有効）
●申請書に必要事項を記入して、添付書類と一緒に健康福祉課にご提出ください。
●審査の上、支給を決定します。
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栃木税務署からのお知らせ
令和４年分確定申告は、マイナンバーカードを使ってご自宅からスマホ申告！

　マイナンバーカードとスマホ（マイナンバーカード読取対応）があれば、多くの方が来場される確定申告
会場に出向くことなく、国税庁ウェブサイト「確定申告書等作成コーナー」を利用して確定申告を行うこと
ができますので、ぜひご利用ください。
　また、スマホのカメラで給与所得の源泉徴収票を撮影すれば、金額や支払者情報などが自動で入力され、
とても便利です。マイナンバーカードをお持ちでない方は、お早めの取得をお願いします。

※【重要】マイナンバーカードの「利用者証明用電子証明書のパスワード（数字４桁）」及び「署名用電子
　　　　　証明書のパスワード（英数字６～16桁）」をご用意ください。

令和４年分確定申告の相談及び申告書の受付期間について

確定申告は、ご自宅からのマイナンバーカードを利用したスマホ申告が便利です。

給与・年金所得者の還付の申告相談及び申告書の提出は、１月から受け付けています。
※申告相談は、給与・年金の源泉徴収票及び各種所得控除証明書（国民健康保険、生命保険等）の申告に必
　要な書類がお揃いになってからお越しください。
※スマホをお持ちの方は、確定申告会場において、基本的にスマホを利用して申告書を作成していただきます。
※税務署の閉庁日（土・日曜・祝日）は、相談及び申告書の受付を行っていません。
※令和５年１月４日（水）から同年２月15日（水）までの確定申告会場は、栃木税務署（栃木地方合同庁舎）です。
※確定申告会場の入場には、当日配付または国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントから事前に取得した入場整理券
　が必要です。
※税務署にお越しの際は、公共交通機関をご利用ください。

◎問合せ 栃木税務署　☎0282（22）0885（自動音声が流れますので「2」の番号を選択してください）

令和４年分（令和５年１月以降）からさらに便利に！

・マイナンバーカードの読み取り回数が３回から１回に！
　※過去にマイナンバーカード方式で申告された方が対象です。

・青色決算書・収支内訳書がスマホで作成可能に！



　
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

も
い
よ
い
よ
大
詰
め
。
そ
こ
で
今

回
は
、
壬
生
町
に
あ
る
鎌
倉
殿
ゆ

か
り
の
地
を
巡
り
ま
す
。
和
田
義

盛
の
息
子
の
も
の
と
さ
れ
る
「
朝

日
奈
の
五
輪
塔
」
や
、
小
林
寺
に

伝
わ
る
祭
り
用
の
舞
台
「
天
棚
」

を
特
別
に
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。
町
で
は
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
中

世
史
跡
を
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
11
月
26
日（
土
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
ご
ろ
※
雨
天
中
止

○
集
合　
壬
生
北
小
学
校
校
庭

○
コ
ー
ス　

壬
生
北
小
学
校
↓

伝
・
巴
御
前
の
墓
↓
朝
日
奈
の
五

輪
塔
↓
摩
多
羅
神
祠
↓
尼
恋
塚
・

御
熊
野
塚
↓
小
林
寺
↓
壬
生
北
小

学
校
（
約
7
・
1
ｋ
ｍ
）

○
定
員　
先
着
15
名（
健
脚
の
方
）

○
参
加
費　
無
料

○
持
ち
物　
マ
ス
ク（
着
用
）、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
等
※
歩
き
や
す
い

服
装
、
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ　
歴
史
民
俗
資

料
館　
☎（
82
）８
５
４
４

　
町
内
小
学
校
児
童
分
の
下
水
道

普
及
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
次
の
通
り
展
示
し
ま
す
。

※
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
入

賞
作
品
の
み
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

○
期
間　
11
月
23
日（
水
・
祝
）〜

12
月
２
日（
金
）

○
場
所　
城
址
公
園
ホ
ー
ル　
ロ

ビ
ー
（
中
央
公
民
館
）

本
丸
１
丁
目
８
‐
33

休
館
日　
月
曜
日
、
火
曜
日
午
前

中◎
問
合
せ　
下
水
道
課　

☎（
81
）１
８
５
８

　
下
野
市
・
上
三
川
町
・
壬
生
町

の
１
市
２
町
は
、
そ
の
つ
な
が
り

を
活
か
し
て
文
化
財
を
活
用
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
、
毎

年
連
携
事
業
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
小
金
井
一
里
塚
が
国
指

定
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
の
で
、

こ
れ
を
記
念
し
て
石
橋
宿
か
ら
小

金
井
宿
ま
で
の
道
中
に
あ
る
史
跡

を
巡
り
な
が
ら
約
９
㎞
を
歩
き
ま

す
。

○
日
時　
12
月
10
日（
土
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
１
時
（
午
前
９
時

15
分
集
合
）

※
雨
天
中
止

○
集
合　
石
橋
に
ぎ
わ
い
広
場
イ

ベ
ン
ト
広
場
（
下
野
市
石
橋
５
５

２
番
地
４
）

○
コ
ー
ス　
石
橋
に
ぎ
わ
い
広
場

小
平
重
吉
翁
像
、
開
雲
寺
、
本
陣

・
脇
本
陣
（
VR
）、
愛
宕
神
社
、

下
石
橋
の
野
仏
群
、
下
石
橋
一
里

塚
（
VR
）、
下
野
市
役
所
（
VR
）、

薬
師
堂
、
小
金
井
宿
本
陣
、
金
井

神
社
、
慈
眼
寺
（
VR
）、
諧
碑
、
領

主
陣
屋
、
小
金
井
一
里
塚
（
VR
）、

小
金
井
駅

○
定
員　
先
着
20
名（
健
脚
の
方
）

○
参
加
費　
無
料

○
持
ち
物　
マ
ス
ク
（
着
用
）
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
等　

※
歩
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ　
11
月
14
日（
月
）

〜
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

下
野
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

☎
０
２
８
５（
32
）６
１
０
５

○
日
時　

令
和
５
年
１
月
８
日

（
日
）

受
付　
午
前
９
時
〜
９
時
45
分

式
典
・
記
念
写
真
撮
影
等　
午
前

10
時
〜
正
午

○
場
所　
城
址
公
園
ホ
ー
ル
（
壬

生
中
央
公
民
館
）
大
ホ
ー
ル

○
対
象　
平
成
14
年
４
月
２
日
〜

平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

○
案
内
状　
９
月
下
旬
に
「
案
内

は
が
き
」
を
郵
送
し
ま
し
た
。

※
町
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
方
で
、
本
町
で
の
出
席
を
希
望

す
る
場
合
に
は
次
の
連
絡
先
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い

〈
申
出
事
項
〉
氏
名
、
生
年
月
日
、

住
所
、
電
話
番
号
、
世
帯
主
名
、

卒
業
し
た
中
学
校
名

◎
問
合
せ　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係

☎（
81
）１
８
７
３　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）

０
９
３
５　

メ
ー
ル

○
日
時　
〜
12
月
25
日（
日
）

○
開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30

分
ま
で
）
休
館
日　
月
曜
日

○
観
覧
料　
一
般
１
，
２
０
０
円
、

大
・
校
生
６
０
０
円
、
中
学
生
以

下
無
料　

◎
問
合
せ　
栃
木
県
立
美
術
館　

☎
０
２
８（
６
２
１
）３
５
６
６

○
内
容

・
セ
ミ
ナ
ー
「
履
歴
書
、
職
務
経

歴
書
の
書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
」

・
個
別
相
談
：
県
内
２
０
０
床
以

下
の
病
院
、
診
療
所
、
介
護
系
施

設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

を
予
定

・
そ
の
他
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相

談
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

相
談
、
看
護
の
相
談
ブ
ー
ス
を
設

置
し
ま
す
。

※
詳
細
は
栃
木
県
看
護
協
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
11
月
５
日（
土
）午
後
１

時
〜
３
時

○
場
所　
と
ち
ぎ
健
康
の
森　
１

階
多
目
的
ホ
ー
ル

○
対
象
者　
看
護
職
の
資
格
を
お

持
ち
の
方
や
看
護
学
生
等
、
看
護

の
仕
事
を
お
求
め
の
方

◎
問
合
せ　
栃
木
県
看
護
協
会　

栃
木
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
２
５
）３
８
３
１

○
開
催
日
時　
12
月
13
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

○
会
場　
栃
木
県
下
都
賀
庁
舎
２

階
大
会
議
室

○
講
師　
マ
ロ
ニ
エ
医
療
福
祉
専

門
学
校　
作
業
療
法
学
科　
学
科

長　
渡
邉
厚
司
氏

○
対
象　
統
合
失
調
症
患
者
の
ご

家
族
、
町
で
精
神
障
害
者
支
援
に

携
わ
っ
て
い
る
方
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お し ら せ

下
水
道
普
及
P
R
ポ
ス
タ
ー

の
展
示
に
つ
い
て

石
橋
宿
か
ら
小
金
井
宿
を
歩
こ

う　
〜
１
市
２
町
連
携
事
業
〜

開
館
50
周
年
記
念
印
象
派
と

の
出
会
い

〜
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
１
０
０
年
ひ

ろ
し
ま
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜

第
74
回
壬
生
町

二
十
歳
の
集
い

の
ご
案
内

看
護
職
の
た
め
の
就
職
相
談
会

（
栃
木
県
委
託
事
業
）の
お
知
ら
せ

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

み
ぶ
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
〜
鎌
倉

殿
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
〜

gakusyu@
tow
n.m
ibu.tochi

gi.jp

精
神
障
害
者
家
族
会
第
３
回

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ 

「
本
人
の
回
復
を
促
す
、
家
族
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方

に
つ
い
て
考
え
よ
う
！！
」

わ
た
な
べ
あ
つ
し



○
定
員　
20
名
程
度

◎
申
込
・
問
合
せ

12
月
８
日（
木
）電
話
に
て
申
込
み

栃
木
県
栃
木
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
衛
生
課　
☎（
22
）４
１
２
１

○
家
賃
の
金
額
は
、
最
新
の
所
得

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

○
入
居
申
込
資
格　

１
．
現
在
同
居
し
て
い
る
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

る
方
（
３
ヶ
月
以
内
に
結
婚
、
同

居
す
る
婚
約
者
を
含
む
）

　
町
営
住
宅
に
単
身
で
入
居
を
希

望
す
る
場
合
の
方
で
も
、
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
申
込
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

２
．
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方
（
申
込
者
ま
た
は

同
居
予
定
の
方
が
住
宅
を
所
有
し

て
い
る
場
合
は
原
則
と
し
て
申
し

込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

３
．
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方 

４
．
暴
力
団
員
で
な
い
方
（
同
居

者
も
含
み
ま
す
） 

５
．
所
定
の
計
算
方
法
に
よ
り
算

出
し
た
世
帯
全
員
の
所
得
額
が
次

の
金
額
以
下
で
あ
る
方

◇
世
帯
全
員
の
月
あ
た
り
所
得

・
一
般
世
帯 

　
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下

・
裁
量
階
層
世
帯
（
※
参
照
）

　
２
１
４
，
０
０
０
円
以
下

※
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、
未
就

学
児
の
い
る
世
帯
な
ど

○
申
込
方
法　
11
月
１
日（
火
）以

降
に
建
設
課
住
宅
係
で
入
居
申
込

書
を
配
布
し
ま
す
。
（
土
日
を
除

く
）

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
居

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
次

の
受
付
期
間
中
に
建
設
課
住
宅
係

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　
11
月
１
日（
火
）〜

14
日（
月
）午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
（
土
日
祝
を
除
く
）

　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。
抽
選
会
は
11
月
16
日

（
水
）午
前
10
時
か
ら
予
定
し
て
い

ま
す
。

○
入
居
資
格
な
ど
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
配
布
す
る
入
居
申
込
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
入
居
日
は
12
月
１
日（
木
）以
降

に
な
り
ま
す
。（
事
務
手
続
の
都

合
に
よ
り
前
後
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
）

○
入
居
の
際
に
は
、
家
賃
２
ヶ
月

分
の
保
証
金
と
連
帯
保
証
人
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
連
帯
保
証
人
は

壬
生
町
に
居
住
し
て
い
る
方
ま
た

は
県
内
に
居
住
し
て
い
る
親
族
の

方
で
１
名
で
す
。

◎
問
合
せ　
建
設
課
住
宅
係

☎（
81
）１
８
４
９

　
県
内
の
製
造
業
、
卸
売
業
・
小

売
業
、
情
報
通
信
業
、
宿
泊
業
に

就
職
し
た
場
合
、
大
学
生
等
の
奨

学
金
返
還
を
支
援
す
る
制
度
。

○
応
募
対
象
者　
大
学
３
年
生
、

大
学
院
修
士
１
年
生
、
短
期
大
学

１
年
生
、
高
等
専
門
学
校
４
年
生

○
申
込
締
切　
12
月
５
日（
月
）ま

で◎
問
合
せ　
栃
木
県
労
働
政
策
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

○
募
集
学
科　
木
造
建
築
科
、
畳

科
、
建
築
設
計
科
、
広
告
美
術
科

○
対
象　
各
学
科
に
関
連
す
る
事

業
所
等
に
就
職
し
て
い
る
方
で
、

雇
用
保
険
ま
た
は
建
設
業
の
一
人

親
方
等
の
労
災
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
（
加
入
予
定
者
も
含
む
）

※
再
就
職
の
準
備
中
の
方
も
入
校

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
そ
の
他
の
入
校
希
望
者
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◎
申
込
・
問
合
せ

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術
学
校

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８（
６
２
２
）１

２
７
１

 

県
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
離
職
さ

れ
た
方
等
の
再
就
職
を
支
援
す
る

た
め
、
再
就
職
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
ま
す
。

○
内
容　

・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修　
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
（
12
月
上
旬
か
ら
）

・
ミ
ニ
合
同
面
接
会　
県
内
各
地

で
３
回
実
施
（
１
月
か
ら
２
月
）

・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
随

時○
応
募
対
象
者　
県
内
で
就
職
を

希
望
し
て
い
る
方

○
申
込
締
切　
11
月
30
日（
水
）

◎
問
合
せ　
と
ち
ぎ
就
活
リ
ス
タ

ー
ト
支
援
事
業
事
務
局
〈
☎
０
５

０（
２
０
０
０
）７
２
７
６
〉

詳
細
は
同
事
務
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　　
○
日
時　
定
例
会
予
定
11
月
30
日

（
水
）か
ら

○
会
期
日
程
等　
詳
細
に
つ
い
て

は
、
11
月
29
日
頃
ま
で
に
町
の
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
議
会
事
務
局　

☎（
81
）１
８
６
６

　
近
年
、
大
雨
や
台
風
に
よ
り
道

路
が
冠
水
し
た
り
、
自
宅
に
雨
水

が
流
入
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
被

害
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
職
員
だ
け
で
は
対
応
が
間
に

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

24

お し ら せ

宇
都
宮
共
同
高
等
産

業
技
術
学
校
（
職
業

訓
練
校
）
令
和
５
年

度
訓
練
生
募
集

と
ち
ぎ
未
来
人
材

応
援
奨
学
金
支
援

助
成
金
対
象
学
生

募
集

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

側
溝
清
掃
の
お
願
い

募
集
募
集

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
（
４

部
屋
）

住　宅 棟 階数 間取り家賃（円）

壬生駅まで
徒歩約２分

下台団地
（駅東町4－24）

国谷駅まで
徒歩約７分

ひばりヶ丘団地
（大字壬生丁
281）

備　考

駐車場は１世帯に１台
です。
給湯器・浴槽・風呂釡
はありません。

家賃はあくまで予定で
す。家賃算定の結果こ
の範囲外になる可能性
もあります。

家賃のほか共益費がか
かります。

18,100～
26,900円

２階
３階４号棟 3Ｋ

（62.0㎡）

15,400～
22,900円１号棟 ３階 3Ｋ

（54.9㎡）

２号棟 12,800～
19,000円４階 3K

 (49.9㎡)

再
就
職
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

参
加
者
募
集



町
自
宅
の
前
や
お
持
ち
の
田
畑
の

前
に
あ
る
道
路
側
溝
に
つ
い
て
、

定
期
的
な
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
土
の
う
袋
の
配
布
に
つ
い
て

　
側
溝
清
掃
時
に
出
た
土
砂
は
、

袋
に
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
町
で

回
収
し
ま
す
。
袋
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
建
設

課
で
土
の
う
袋
の
配
布
も
行
っ
て

い
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
要
望
数
や
申
込
み
が
多

い
と
き
は
、
在
庫
数
の
範
囲
内
で

調
整
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
土
砂
の
回
収
に
つ
い
て

　
側
溝
清
掃
終
了
後
、
土
砂
を
入

れ
た
袋
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
付

近
を
避
け
安
全
に
回
収
で
き
る
場

所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
後
日
回

収
に
伺
い
ま
す
。
次
の
事
項
に
つ

い
て
、
建
設
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ

い
。

・
袋
を
置
い
て
い
る
場
所

・
袋
の
個
数

・
氏
名

・
連
絡
先

◎
問
合
せ　
建
設
課
管
理
係　

☎（
81
）１
８
５
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）

８
２
５
２

　
11
条
検
査
と
は
毎
年
一
回
定
期

的
に
行
う
検
査
で
す
。
こ
れ
ら
の

検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
、
き
れ
い
な
処
理
水

が
放
流
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

栃
木
県
の
指
定
す
る
機
関
〈
（
一

社
）　
栃
木
県
浄
化
槽
協
会
〉
が

検
査
す
る
も
の
で
、
浄
化
槽
（
既

存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
も
含
む
）

を
設
置
し
て
い
る
方
は
必
ず
こ
の

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　
11
条
検
査
に
関
す
る
手
続
は
、

通
常
の
保
守
点
検
と
併
せ
て
保
守

点
検
業
者
へ
委
託
で
き
ま
す
の

で
、
ご
契
約
の
保
守
点
検
業
者
へ

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
法
定
検
査
を
受
け
な
い
と
、
法

を
執
行
す
る
町
長
か
ら
「
検
査
を

受
け
る
よ
う
」
勧
告
・
命
令
が
行

わ
れ
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
30
万

円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
下
水
道
課
業
務
係

☎（
81
）１
８
５
８

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
３
月
の
期

間
に
発
生
す
る
資
源
物
の
売
却
入

札
を
実
施
し
ま
す
。

○
場
所　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
２
階

　
会
議
室

○
売
却
す
る
資
源
物

　
可
燃
系
資
源
物
（
新
聞
紙
、
雑

誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
）
及

び
、
不
燃
系
資
源
物
（
ア
ル
ミ
缶

プ
レ
ス
、
鉄
缶
プ
レ
ス
、
鉄
ク
ズ

〈
雑
品
〉
）

○
入
札
参
加
方
法
等

　
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の

「
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源
物

売
却
入
札
説
明
書
（
令
和
４
年
度

第
４
四
半
期
分
）
」
を
一
読
し
、

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
入
札
に
参
加
す

る
に
は
、
11
月
４
日（
金
）ま
で
に

入
札
参
加
資
格
登
録
の
手
続
が
済

ん
で
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
別
途
、
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
の
「
令
和
４
年
度
壬
生

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源
物
買
取
事

業
者
入
札
参
加
資
格
登
録
者
募
集

要
項
」
を
併
せ
て
確
認
し
、
申
込

み
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
11
月
25
日（
金
）午
前
10

時
〜

○
対
象　
資
源
物
買
取
事
業
者
入

札
参
加
資
格
登
録
者

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
清
掃
セ

ン
タ
ー　
☎（
82
）３
４
２
４

　
世
界
的
な
穀
物
需
要
の
増
加
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
に
加
え
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

等
の
影
響
に
よ
り
、
化
学
肥
料
原

料
の
国
際
価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
、

肥
料
価
格
が
急
騰
し
て
い
ま
す
。

海
外
原
料
に
依
存
し
て
る
化
学
肥

料
の
低
減
や
堆
肥
等
の
国
内
資
源

の
活
用
等
の
取
組
を
行
う
農
業
者

に
対
し
、
肥
料
コ
ス
ト
上
昇
分
の

一
部
を
支
援
す
る
こ
と
を
通
じ
、

農
業
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、

化
学
肥
料
の
使
用
量
の
低
減
を
進

め
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
肥
料

　
６
月
〜
令
和
５
年
５
月
に
購
入

し
た
肥
料
（
本
年
の
秋
肥
と
来
年

の
春
肥
と
し
て
使
用
す
る
肥
料
）

○
支
援
の
内
容

　
化
学
肥
料
低
減
の
取
組
を
行
っ

た
上
で
前
年
度
か
ら
増
加
し
た
肥

料
費
の
７
割
を
交
付

○
申
請
方
法

　
５
戸
以
上
の
農
業
者
グ
ル
ー
プ

で
申
請

※
申
請
先
や
申
請
期
限
は
、
都
道

府
県
・
市
町
村
ま
た
は
お
近
く
の

農
協
、
肥
料
販
売
店
等
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
壬
生
町
農
業
再
生
協

議
会　
☎（
81
）１
８
８
１

　
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
開
始
に
向
け
て
必
要

な
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
説
明
会
の
主
な
内
容

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要

・
売
手
側
、
買
手
側
の
イ
ン
ボ
イ

ス
発
行
（
受
領
）
の
注
意
点

・
登
録
申
請
の
方
法
等

参
加
費
無
料　
事
前
登
録
制
／
先

着
順　
各
回
定
員
20
名

説
明
会
の
日
程

○
開
催
日

　
11
月
15
日（
火
）

　
12
月
６
日（
火
）

○
開
催
時
間

午
前
10
時
〜
11
時

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

○
開
催
場
所

栃
木
税
務
署
（
会
議
室
）

栃
木
市
河
合
町
１
番
29
号　
栃
木

地
方
合
同
庁
舎

◎
問
合
せ　
栃
木
税
務
署　
法
人

課
税
第
一
部
門　
☎（
22
）１
８
０

５
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　
税
務
署
の
代
表
電
話
に
問
合
せ

い
た
だ
く
際
は
、
税
務
署
の
電
話

番
号
に
お
掛
け
い
た
だ
い
た
後
、

自
動
音
声
案
内
に
し
た
が
っ
て
、

「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　
11
月
は
、
令
和
３
年
中
に
個
人

で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方
の
第

２
期
分
の
納
期
と
な
り
ま
す
。

　
納
期
限
は
、
11
月
30
日（
水
）で

す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
等

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
２
期
分
の
納
付
書
は

第
１
期
分
と
併
せ
て
８
月
に
発
送

済
み
で
す
。
紛
失
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
次
頁
の
お
問
合
せ
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

25

お し ら せ

第
４
四
半
期
壬
生
町
清
掃
セ

ン
タ
ー
資
源
物
売
却
入
札
の

実
施
に
つ
い
て

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
の
ご
案
内

肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業

（
肥
料
コ
ス
ト
上
昇
分
の
一

部
補
助
）
に
つ
い
て

個
人
事
業
税
の
納
税
に
つ
い
て

浄
化
槽
11
条
検
査
の
受
検
に

つ
い
て



◎
問
合
せ　
栃
木
県
税
事
務
所　

個
人
事
業
税
担
当　

☎（
23
）３
４
１
４

　
平
成
31
年
４
月
24
日
に
、
議
員

立
法
に
よ
り
「
旧
優
生
保
護
法
一

時
金
支
給
法
（
以
下
「
法
」
と
い

う
）
」
が
成
立
し
、
公
布
・
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
法
に
基
づ
き
、
優

生
手
術
な
ど
を
受
け
た
方
に
一
時

金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者
・
・
・
次
の
①
ま
た
は

②
に
該
当
す
る
方
で
、
現
在
、
生

存
し
て
い
る
方

①　
昭
和
23
年
９
月
11
日
か
ら
平

成
８
年
９
月
25
日
ま
で
の
間
に
、

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
き
優
生
手

術
を
受
け
た
方
（
母
体
保
護
の
み

を
理
由
と
し
て
手
術
を
受
け
た
方

は
除
き
ま
す
）

②　
①
の
ほ
か
、
同
じ
期
間
に
生

殖
を
不
能
に
す
る
手
術
ま
た
は
放

射
線
の
照
射
を
受
け
た
方

（
母
体
保
護
や
疾
病
の
治
療
を
目

的
と
す
る
な
ど
、
優
生
思
想
に
基

づ
く
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か

な
手
術
な
ど
を
受
け
た
方
を
除
き

ま
す
）　

※
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

■
請
求
手
続
・
・
・
問
合
せ
先
記

載
の
窓
口（
郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
）

・
請
求
書
や
添
付
書
類
（
診
断
書

・
領
収
書
）
の
様
式
は
、
厚
生
労

働
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
窓
口
な
ど
で
も
入
手
で
き
ま

す
。

・
請
求
期
限
は
、
平
成
31
年
４
月

24
日
（
法
律
の
施
行
日
）
か
ら
５

年
以
内
で
す
。

■
一
時
金
の
金
額
・
・
・
３
２
０

万
円
（
一
律
）

◎
問
合
せ

栃
木
県
旧
優
生
保
護
法
関
係
相
談

窓
口　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
０

６
４

　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ

元
気
で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60

歳
以
上
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き

ま
せ
ん
か
？
関
心
を
お
持
ち
の
方

は
、
説
明
会
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

な
お
、
次
の
日
程
で
は
都
合
が
つ

か
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

都
合
の
良
い
日
時
で
の
入
会
説
明

を
行
い
ま
す
。

○
入
会
資
格　

・
町
内
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の

方

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

（
特
別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解

し
、
賛
同
す
る
方

○
日
時　
12
月
１
日（
木
）午
後
１

時
30
分 

〜
（
30
分
程
度
）

○
場
所　
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ　
研
修
室　
（
役
場
新

庁
舎
西
）

○
説
明
会
内
容　

入
会
資
格
説

明
・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概

要
説
明

・
入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
・
質

疑
　
長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ

た
元
大
工
等
の
会
員
が
技
と
心
で

研
ぎ
ま
す
。

○
日
時
・
場
所
　

12
月
13
日（
火
）　
壬
生
町
シ
ル
バ

ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
（
役
場
新
庁
舎

西
）

※
役
場
旧
庁
舎
で
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん

12
月
20
日（
火
）　
南
犬
飼
出
張
所

（
入
口
東
側 

自
転
車
置
場
）

○
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

（
多
少
前
後
す
る
事
が
有
り
ま
す
）

○
料
金　
菜
切
り
包
丁
３
０
０
円
、

出
刃
包
丁
４
０
０
円
、
剪
定
ハ
サ

ミ
４
５
０
円
、
刈
込
ハ
サ
ミ
・
ナ

タ　
５
０
０
円

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、

割
り
増
し
（
状
況
に
よ
り
１
０
０

円
〜
５
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

◎
問
合
せ　
（
公
社
）壬
生
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎（
82
）４
６

８
２　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）４
６
８
７

　
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
労
働
保

険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の

成
立
手
続
が
必
要
で
す

　
労
働
保
険
は
、
政
府
が
管
掌
す

る
強
制
保
険
で
あ
り
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
原

則
と
し
て
事
業
主
は
加
入
手
続
を

行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
で
は

「
未
手
続
事
業
一
掃
対
策
」
を
、

年
間
を
通
じ
た
主
要
課
題
と
し
て

位
置
付
け
た
上
で
、
11
月
を
「
労

働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期

間
」
と
し
、
事
業
主
へ
制
度
の
概

要
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

主
的
な
手
続
を
促
し
て
い
ま
す
。

◎
問
合
せ　
厚
生
労
働
省
労
働
基

準
局
労
働
保
険
徴
収
課 

適
用
係

☎
0
3（
５
２
５
３
）１
１
１
１

　
原
油
価
格
高
騰
に
よ
り
影
響
を

う
け
て
い
る
運
送
事
業
者
等
に
対

し
て
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
申
請
期
間

　
〜
12
月
28
日（
水
）※

当
日
消
印

有
効

（
支
援
金
の
交
付
は
１
事
業
者
に

つ
き
１
回
限
り
で
す
）

○
支
給
対
象

①
町
内
に
本
社
ま
た
は
営
業
所
を

有
し
、
令
和
４
年
３
月
31
日
以
前

か
ら
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業
、

貨
物
軽
自
動
車
運
送
業
、
一
般
貸

切
旅
客
自
動
車
運
送
業
、
一
般
乗

用
旅
客
運
送
業
、
自
動
車
運
転
代

行
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
・
小
規

模
事
業
者
で
今
後
も
町
内
で
事
業

を
続
け
る
意
思
の
あ
る
事
業
者

②
使
用
の
本
拠
の
位
置
が
町
内
に

な
っ
て
い
て
、
車
検
の
満
了
期
限

が
令
和
４
年
４
月
１
日
以
後
の
事

業
用
貨
物
自
動
車
、
事
業
用
軽
貨

物
自
動
車
、
事
業
用
乗
用
自
動
車

、
自
動
車
運
転
代
行
業
に
お
い
て

は
随
伴
用
車
両
等

※

詳
細
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
支
援
金
額

・
事
業
用
貨
物
自
動
車

　
１
台
に
つ
き　
２
０
，０
０
０
円

・
事
業
用
軽
貨
物
自
動
車

　
１
台
に
つ
き　
５
，０
０
０
円

・
事
業
用
乗
用
自
動
車

　
１
台
に
つ
き　
１
０
，０
０
０
円

・
随
伴
用
乗
用
自
動
車

　
１
台
に
つ
き　
１
０
，０
０
０
円

26

お し ら せ

11
月
は
「
労
働
保
険
未
手
続

事
業
一
掃
強
化
期
間
」
で
す

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
募
集
中（
入
会
説
明
会
）

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
優
生

手
術
を
受
け
た
方
へ

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜

【
運
送
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
】

原
油
価
格
高
騰
対
策

運
送
事
業
者
等
支
援
金

の
ご
案
内



・
随
伴
用
軽
乗
用
自
動
車

　
１
台
に
つ
き　
５
，０
０
０
円

◎
問
合
せ

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎（
81
）１
８
４
５　

　
栃
木
県
に
標
記
に
関
す
る
届
け

出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
大
規
模

小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
り
次
の
と

お
り
当
該
届
出
の
縦
覧
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
法
第
６
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
、
意
見
を
有
す
る
方

は
令
和
５
年
２
月
６
日
ま
で
に
栃

木
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
大
規
模
店
舗
名
称　
と
ち
ぎ
コ

ー
プ
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
店

○
所
在
地　
至
宝
三
丁
目
72‐

４

　
外

○
縦
覧
期
間　
令
和
５
年
２
月
６

日（
月
）ま
で
（
土
日
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

○
縦
覧
場
所　
栃
木
県
県
民
生
活

部
広
報
課
県
民
プ
ラ
ザ
室
／
栃
木

県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
／
壬

生
町
商
工
観
光
課

◎
問
合
せ

栃
木
県
経
営
支
援
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
７
６

町
商
工
観
光
課

☎（
８１
）１
８
４
５

○
講
師　
み
ぶ
薬
局　
薬
剤
士　

福
田
昌
進　
先
生

○
場
所　
北
小
林
８
１
５　
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
も
つ
け
荘 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
し
も
つ

け
荘

○
日
時　
11
月
20
日（
日
）　
午
前

11
時
〜
（
２
時
間
程
度
）

◎
申
込
・
問
合
せ　

11
月
15
日

（
火
）締
切　

壬
生
北
地
区
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎（
86
）３
５

７
９

　
家
族
を
介
護
す
る
方
が
、
悩
み

や
不
安
を
、
安
心
し
て
話
を
し
た

り
、
情
報
交
換
を
す
る
場
と
し
て
、

介
護
者
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
　
介
護
者
の
方
同
士
で
自
分
の
体

験
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
励
ま
し

あ
い
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
介
護
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
せ
ん
か
？

○
日
時　
12
月
９
日（
金
）　
午
前

10
時
〜
11
時
45
分

○
場
所　
ふ
れ
あ
い
交
流
館
（
し

の
の
め
公
園
内
）

《
活
動
内
容
》
介
護
者
サ
ロ
ン
で

は
参
加
者
の
話
を
聞
い
た
り
、
自

分
の
体
験
を
話
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
（
自
分
か
ら
話
を
す
る
の
が

苦
手
な
方
で
も
、
話
を
聞
く
、
情

報
を
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
参
加

で
き
ま
す
）

　
ま
た
、
町
職
員
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
も
出
席
し
て
い

ま
す
の
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
話
く
だ
さ
い
。
※
介
護
者
サ

ロ
ン
で
話
さ
れ
た
内
容
を
他
に
話

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
参
加
費　
無
料

○
申
込　
12
月
７
日（
水
）ま
で
に

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
合
せ　
　

町
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎（
81
）１
８
７
７

町
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー　
☎（
86
）３
５
７
９

町
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー　
☎（
82
）２
１
１
９

町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）７

８
９
９

　
話
を
聴
い
て
貰
い
た
い
方
、
話

を
聴
い
て
く
れ
る
方
が
い
な
い

方
、
話
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
方
、
な
ん
で
も
丁
寧
に
お
聴

き
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
個
別
対
面
で
、
会
員

が
お
話
を
聴
き
ま
す
。
会
員
は
男

女
あ
わ
せ
て
54
名
お
り
、
全
員
傾

聴
ス
キ
ル
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

予
約
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
話
を
し
て
く
だ
さ
る
際
に
ご
希

望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
前
に

問
合
せ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
他

に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

○
日
時

①
11
月
18
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
11
時

②
12
月
５
日（
月
）

　
午
前
10
時
〜
11
時

○
場
所 

①
十
二
支
館
（
元
玉
田
商
店
）

　
至
宝
１
‐
３
‐
3
4

②
社
会
福
祉
法
人
せ
せ
ら
ぎ
会

「
ゆ
る
り
」
安
塚
２
０
３
２

・
十
二
支
館
‥
‥
毎
月
第
３
金
曜

日　
社
会
福
祉
法
人
せ
せ
ら
ぎ
会

「
ゆ
る
り
」
‥
‥
原
則
毎
月
第
１

月
曜
日

・
マ
ス
ク
の
着
用
と
、
検
温
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

○
参
加
費　
無
料

◎
問
合
せ　
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
き
か
せ
て
」
会
長 

佐
藤　
☎（
82
）３
９
０
２

町
社
会
福
祉
協
議
会　
☎（
82
）７

８
９
９

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所

で
す
。

当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
な
ご
み
ま
し
ょ
う
。

○
日
時　
11
月
25
日（
金
）　
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所　

町
ふ
れ
あ
い
交
流
館

（
し
の
の
め
公
園
内
）

○
参
加
費　
１
０
０
円

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰

も
が
参
加
で
き
る
集
い
の
場
で

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
（
内
容
は
そ
の
日
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）

お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、

ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　
11
月
20
日（
日
）　
午
前

10
時
〜
11
時
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お し ら せ

「
傾
聴
の
部
屋
」
の
ご
案
内

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
な
ご
み
」

の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
福
来（
ふ

っ
く
）ら
」の
開
催
に
つ
い
て

家
庭
介
護
者
教
室
の
お
し
ら
せ

第
１
回　
薬
剤
師
の
住
宅
医
療

〜
知
っ
て
得
す
る
薬
の
話
〜

第
５
回
介
護
者
サ
ロ
ン
の
開

催
に
つ
い
て 介

護
介
護

ふ
く 
だ 
ま
さ
の
ぶ

大
規
模
小
売
店
舗
変
更
届
出

（
一
部
改
築
）
の
縦
覧
開
始



○
場
所　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
し
も
つ
け
荘　
ホ
ー
ル

○
参
加
費　
１
０
０
円

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
介
護
保

険
係　
☎（
81
）１
８
７
６
・
１
８

７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　　　
子
ど
も
・
若
者
は
、
親
等
の
家

族
に
と
っ
て
も
、
社
会
に
と
っ
て

も
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
全

て
の
子
ど
も
・
若
者
が
、
自
己
肯

定
感
を
育
み
、
自
己
を
確
立
し
、

社
会
と
の
関
わ
り
を
自
覚
し
、
自

立
し
た
個
人
と
し
て
健
や
か
に
成

長
す
る
と
と
も
に
、
明
る
い
未
来

を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
11
月
を
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
と
定

め
、
期
間
中
に
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
の
た
め
の
事
業
を
集
中
的

に
実
施
し
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と

と
も
に
、
各
種
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
促
し
、
運
動
の
一
層
の

充
実
と
定
着
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

◎
問
合
せ　
生
涯
学
習
課　
☎（
81
）

１
８
７
３

　
「
み
ず
べ
の
寺
子
屋
in
し
の
の

め
」
と
題
し
、
秋
の
黒
川
で
親
子

自
然
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ホ
タ
ル
の
幼
虫
放
流
や
川
の
周
り

の
昆
虫
採
集
、
シ
イ
タ
ケ
の
収
穫

体
験
も
あ
り
ま
す
。
虫
取
り
網
、

虫
か
ご
、
長
靴
、
帽
子
、
タ
オ
ル

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
親
子
で

東
雲
周
辺
の
自
然
を
観
察
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

○
日
時　
11
月
13
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午

○
場
所　
ふ
れ
あ
い
交
流
館
前
集

合
（
東
雲
公
園
内
）

○
主
催　
川
の
日
を
国
民
の
祝
日

に
し
よ
う
会

○
対
象　

小
学
生
ま
で
の
親
子

（
家
族
も
可
）
10
組
程
度
（
30
名

ま
で
）

○
申
込
先　
町
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
み
ぶ
り
ん　
☎（
21
）８
７
３

１　
※
電
話
の
み
受
付

◎
問
合
せ　
川
の
日
を
国
民
の
祝

日
に
し
よ
う
会　
中
里　
☎
０
９

０（
９
３
１
９
）７
９
９
１

○
日
時　
令
和
５
年
１
月
６
日（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
受

付
は
午
前
９
時
〜
）

○
場
所　
城
址
公
園
ホ
ー
ル
（
壬

生
中
央
公
民
館
）
中
ホ
ー
ル

○
参
加
資
格　
町
在
住
の
小
中
高

生
及
び
町
に
通
学
の
高
校
生

○
募
集
人
数　

先
着
１
０
０
名

（
学
年
等
を
問
わ
ず
）

○
課
題　
半
切
１
／
４
の
用
紙
に

課
題
を
書
き
ま
す
。
今
回
は
町
内

小
中
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が
学
ん

で
い
る
「
論
語
」
か
ら
、
以
下
の

課
題
を
設
定
し
ま
す
。

◇
小
学
生

・
１
年
生
、
２
年
生　
「
ま
な
ぶ
」

「
な
ら
う
」

・
３
年
生　
「
和
」「
仁
」

・
４
年
生　
「
新
し
き
」「
楽
し
む
」

「
考
」

・
５
年
生　
「
勇
者
」「
終
日
」

「
徳
」

・
６
年
生　
「
朋
友
」「
我
が
師
」

◇
中
学
生
・
高
校
生　
「
温
故
知

新
」
「
和
而
不
同
」
「
不
如
学
」

「
三
省
」

※
課
題
終
了
後
に
参
加
者
全
員
で

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま

す
。「
わ
た
し
た
ち
の
夢
」
を
テ
ー

マ
に
書
い
て
も
ら
う
予
定
な
の
で
、

何
を
書
く
か
考
え
て
き
て
く
だ
さ

い
。

○
参
加
費　

一
人　

５
０
０
円

（
※
用
紙
及
び
記
念
品
代
を
含
む
、

当
日
納
入
）

○
申
込
方
法
及
び
締
切　

12
月
23
日（
金
）ま
で
に
城
址
公
園

ホ
ー
ル
に
必
要
事
項
（
氏
名
・
ふ

り
が
な
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・

学
年
）
を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
持
ち
物　
参
加
者
は
、
書
初
め

用
下
敷
き
、
大
筆
、
小
筆
、
墨
液

な
ど
書
道
道
具
一
式
と
新
聞
紙
10

枚
ほ
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
初
め
用
の
用
紙
は
主
催

者
側
が
用
意
し
ま
す
。
防
寒
対
策

を
し
っ
か
り
し
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

○
作
品
提
出　
参
加
者
は
１
点
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
作
品
展
示　
令
和
５
年
１
月
６

日（
金
）〜
22
日（
日
）　
城
址
公
園

ホ
ー
ル
・
ロ
ビ
ー

○
主
催　
壬
生
町
書
初
め
席
書
大

会
実
行
委
員
会

○
共
催　
壬
生
町
教
育
委
員
会　

壬
生
町
文
化
協
会

◎
問
合
せ　

城
址
公
園
ホ
ー
ル

（
中
央
公
民
館
）
☎（
82
）０
１
０

８　
Ｆ
Ａ
Ｘ （
82
）０
０
４
２

お し ら せ
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秋
の
黒
川
親
子
自
然
体
験
教

室
開
催

こ
ど
も

こ
ど
も

11
月
は
、
『
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
強
調
月
間
』
で
す

第
11
回 

壬
生
町
新
春
書
初
め

席
書
大
会



　食事を通して噛むことの大切さや飲み込みの仕組
み、あごの発達について乳幼児期の口に関するお話
です。お子さんと一緒に参加してみませんか？
○日　時　12月１日（木）　午前10時～11時
○講　師　歯科衛生士　　横井希光子氏
○対　象　４カ月～１歳くらいまでの乳児とその保
　　　　　護者及び妊婦の方（町在住）
○募集人数　７組程度
○参加費　無料
○申　込　11月21日（月）から電話で申込み（定員に
　　　　　なり次第締切）

　子育て中のパパとママ！お子さんの寝かしつけに
悩んでいませんか？
生活リズムひとつで寝かしつけのいらない子どもに
なるスリープ講座。講師の寝かしつけアドバイザー
から話を聞いたその日から、赤ちゃんもママもぐっ
すりに！　
○日　時　12月８日（木）　午前10時～11時
○講　師　寝かしつけアドバイザー
　　　　　鈴木明日香氏
○対　象　０歳～未就園の児童と保護者（町在住）
○内　容　講話
○募集人数　親子７組程度
○参加費　無料
○申　込　11月21日（月）から電話で申込み（定員
になり次第締切）

《共通事項》
○場　所　子育て支援センターつばめ
○持ち物　マスク着用・ハンカチ・バスタオル（ね
　　　　　んね期の赤ちゃん）
　　　　　お気に入りのおもちゃ・水分補給用飲み
　　　　　物（ミルク等）・ウエットティッシュ・
　　　　　ゴミ袋等
◎問合せ　子育て支援センターひよこ
　　　　　☎（82）3309
　　　　　（午前９時～午後４時30分まで）

　親子で参加できる簡単なエアロビクスです。親子
で触れ合いながらの運動遊びや大人も動いてリフレ
ッシュできる内容です。楽しみながら運動不足の解
消にもなります。是非ご参加ください。
○日　時　12月10日（土）　午前10時～正午
○場　所　子育て支援センターつばめ
○講　師　ＯＫJエアロビックファミリー認定イン
　　　　　ストラクター　大橋光子氏
○対　象　町内在住未就学児親子
○定　員　親子10組
○参加費　無料
○持ち物　水分補給用飲み物・ヨガマット又は大判
　　　　　バスタオル、汗拭き用タオル
　　　　　※動きやすい服装でお越しください。
○申　込　11月７日（月）～定員になり次第締切
　　　　　（電話や来所にて受付）

　野菜に親しみながら栄養について学んだり、早寝
早起き朝ごはんについてお子様と一緒に楽しみなが
ら学べる内容です。昨年度も行い大好評の講習会で
す。是非ご参加ください。
○講　師　（株）日本栄養給食協会
○日　時　12月14日（水）
　　　　　午前10時30分～11時30分
○対　象　未就学児親子（町外の親子も参加可）
○定　員　親子10組
○参加費　無料
○申　込　11月14日（月）～定員になり次第締切
　　　　　（電話や来所にて受付）
○持ち物　水分補給用飲み物

《共通事項》
○場　所　子育て支援センターつばめ
◎申込・問合せ　子育て支援センターつばめ　
　　　　　　　　☎（86）0312
　　　　　　　　（午前９時～午後４時30分まで）

子育て支援センター
からのおしらせひよこひよこ

子育て支援センター
からのおしらせつばめつばめ

29

おおはしみつ  こ

よこ  い   き   み   こ

すず き   あ  す  か

食生活について
講習会参加者募集のお知らせ

「親子ビクス」参加者募集

『赤ちゃんのスリープ講座』参加者募集

「口の発達と上手な食べさせ方」
講習会参加者募集
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児童館からのお知らせ
はじめての児童館
　児童館をはじめて利用する親子を応援します。
○日時　11月16日（水）　午前10時～11時
○内容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイム・
　　　　自由遊び
○対象　はじめて児童館を利用する親子　　
○申込　前日までに電話で申込み

マミータイム
【牛乳パックのカルトナージュ小物入れ】
　小物づくりをきっかけに子育て・ママ友づくりを
応援します。　　　　　　　　　
○日時　11月25日（金）
　　　　午前９時30分～10時30分　４組
　　　　午前10時30分～11時30分　４組
○内容　クラフトタイム・読み聞かせ・自由遊び
○対象　未就園児親子　８組　
○申込　前日までに電話で申
　　　　込み

未就園児親子教室【ミッキータイム】
○日時　12月７日（水）　午前10時～11時　６組　
○内容　体操・製作・季節の遊び・読み聞かせ
○対象　１歳３ヶ月以上の未就園児と保護者
　　　　（なかよしルーム会員以外の方）
○申込　前日までに電話申込み

〒150-0021　東京都渋谷区恵比寿西1-16-3　吉房ビル４階
〒323-0807　栃木県小山市城東1-1-32-102

48年の実績

結 婚 相 談 室

今すぐ、勇気を出して ☎0280-30-7070
※公的書類の提出・面接可能な方！！

※お見合い後交際に入った場合は希望により正式入会に進みます。
〒306-0011　茨城県古河市東３－５－13　旧イトーヨーカドー南側

男性10,000円  女性5,000円 登録費は別途必要

体験入会活動費

相談室

チャペルチャペルチャペルチャペル

小学生ステンドグラス風
「ディンプルアート」教室のお知らせ
　ぬり絵のように絵の具をのせていくとステンドグ
ラスのような仕上がりになります。先生がクリアフ
ァイルにクリスマスのイラストを描いてきてくれま
すので、当日は絵の具をのせるだけです。
○日　時　12月３日（土）　①午前10時～11時　　
　　　　　　　　　　　　②午前11時～正午
○講　師　アトリエピサロ　簗昌子氏　
○対　象　小学生（①・②定員5名）
○参加費　500円
○持ち物　室内履き、水筒、ハンカチ 
○申　込　11月８日（火）より参加費を添えて直接児
　　　　　童館までお越しください。定員になり次
　　　　　第、締め切ります。
　　
《共通事項》
○場　所　町児童館
◎問合せ　こども未来課児童館　☎（82）7388
　　　　　（月曜日～土曜日・午前８時30分～午後
　　　　　５時）

やなまさ こ



図書館からのおしらせ図書館からのおしらせ

壬生北小学校
睦小学校
壬生東小学校
藤井小学校
安塚小学校
羽生田小学校
稲葉小学校

13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～14：00

６日（火）
８日（木）
９日（金）
13日（火）
14日（水）
15日（木）
16日（金）

○移動図書館（BM）12月の日程

　図書館では、スタッフ・ボランティアによる子ど
も向けの読み聞かせを開催しています。
・おはなしひろば
　11月５日（土）・12日（土）・19日（土）・26日（土）
　12月３日（土）・10日（土）・24日（土）
　午前10時～10時30分
※12月17日（土）は「クリスマスおはなし会」を午前
　10時から開催します。

おはなし会11・12月の日程

（０･１･２才向け）
　11月17日（木）・12月15日（木）
　午前10時～10時30分

親子おはなし会

藤井小学校
壬生東小学校
壬生北小学校
安塚小学校
睦小学校

13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～15：00

４日（金）
10日（木）
15日（火）
16日（水）
17日（木）

羽生田小学校
稲葉小学校

13：00～14：00
13：00～14：00

24日（木）
25日（金）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0022日（火）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0023日（金）

○移動図書館（BM）11月の日程
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図書館からのお知らせ
「赤ちゃんと一緒に♡ママの折り紙教室」
　赤ちゃん連れのママのための折り紙教室です。図
書館読書ボランティア「おはなしアライグマ」のメ
ンバーが赤ちゃんと遊んでいる間に「サンタベル」
を作りましょう。
○日時　11月17日（木）　午前10時45分～11時15分
※「０・１・２才向け親子おはなし会」の後です。
○場所　町立図書館２階児童室
○定員　親子５組（先着順）
（「０・１・２才向け親子おはなし会」は、どなた
でも参加できます。申し込みの必要はありません）
○申込　11月１日（火）午前９時より申し込み開始
◎申込先・問合せ
　図書館読書ボランティア「おはなしアライグマ」　
　緑川和子　☎090（6154）0118

図書館バックヤードツアー
　普段は見ることができない図書館の裏側を見るチ
ャンス！
○日　時　11月20日（日）　午後２時～３時30分
○場　所　町立図書館　２階会議室　集合
○内　容　スタッフしか入ることができない場所を
　　　　　含め図書館各所を見学し、スタッフの仕
　　　　　事の一つである、本へブッカー（透明フ
　　　　　ィルムカバー）をかける体験をすること
　　　　　ができます。
○対　象　小学生～一般の方（小学３年生以下の方
　　　　　は保護者同伴）
○定　員　10名
○参加費　無料
○持ち物　カバー貼り用の本１冊
○申　込　11月５日（土）午前９時より図書館カウン
　　　　　ターにて申込開始
　　　　　電話での受付は正午より可

大人のための朗読会「宮澤賢治を読む」
　̶秋の午後のひととき、
　　　　宮澤賢治の世界を楽しみましょう！̶
○日　時　11月27日（日）午後２時～４時
○場　所　町立図書館２階　会議室　　
○朗　読　図書館読書ボランティア
　　　　　「おはなしアライグマ」
○定　員　15名（先着順）　　　
○申　込　11月12日（土）午前９時より、図書館カ
　　　　　ウンターまたは電話にてお申し込みくだ
　　　　　さい。

《共通事項》
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

　町立図書館は、11月28日（月）～12月２日（金）の間、
特別整理期間のため休館となります。
11月28日（月） 休館日
11月29日（火）～12月２日（金） 特別整理期間
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

町立図書館 特別整理期間による休館のおしらせ

みどりかわかず こ

《共通事項》
○場　所　図書館２階会議室
◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543



No. タイトル名 対象 参加費日にち/期間 時　　間 場所 定員 申込期間/方法

◎場所・問合せ　とちぎわんぱく公園　☎（86）5855

7 9：00～11：30鳥を見よう 10名 11/10（木）9：00～
電話か来所にて12/10（土） 参加無料小学3年生

以上

受付：ぱな
ぱな工房
活動：園内

8
クリスマスを彩る
マイカップor
プレート作り

各回8名10：00～/13：00～12/11（日） 11/11（金）9：00～
電話か来所にて各500円どなたでもぱなぱな

工房

1 13：00～14：30ネイチャーゲームで
秋色みつけた！ 25名 当日会場へ11/19（土） 参加無料どなたでも

受付：ぱな
ぱな工房
活動：園内

2 ‘Welcomeリース’の
壁飾り 各回8名10：00～/13：00～11/20（日） 10/20（木）9：00～

電話か来所にて1,000円どなたでもぱなぱな
工房

3 10：00～11：30クラフトバンドの
クリスマスリース 15名 10/23（日）9：00～

電話か来所にて11/23（水） 800円どなたでもぱなぱな
工房

4
クリスマス
イルミネーション＆
電飾トレイン

－
16：00～17：30
（※トレイン17：00
まで）

12/3（土）～
12/25（日）
※トレイン
土日限定

期間中会場へ

観覧無料
※トレイン
大人100円
小人 50円

どなたでも虹の広場

５ 10：00～12：00親子うどん教室 6組 11/3（木）9：00～
電話か来所にて12/3（土） 500円

小学生以上
の親子
（2人１組）

ぱなぱな
工房

６ かわいい ‘プードル’
を作ろう 各回8名10：00～/13：00～12/4（日） 11/4（金）9：00～

電話か来所にて500円どなたでもぱなぱな
工房

32

クリーンなスタジオで
　　　爽やかな汗を流しませんか
エクササイズ生徒募集中
月4回3,000円　フリー4,000円
社交ダンスも同時募集中

ダンススタジオモリグチ
下都賀郡壬生町至宝３ー８ー６
Tel 0282ー82ー8852　　　 HPはこちらから→
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各　　種　　相　　談各　　種　　相　　談

お し ら せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
し
ら
せ

住
宅
購
入
に
係
る
悪
質
な
勧
誘
を

行
う
事
業
者
に
ご
注
意
を
！

　
自
宅
に
訪
問
し
長
時
間
に
わ
た
っ
て

住
宅
購
入
の
勧
誘
を
行
う
相
談
が
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
は
一
人
で
居
住

す
る
賃
貸
ア
パ
ー
ト
に
不
動
産
業
者
が

訪
問
し
て
来
て
、
持
ち
家
の
購
入
を
勧

め
ら
れ
た
。
業
者
が
強
引
に
家
の
中
に

入
っ
て
来
て
、
住
所
、
氏
名
、
勤
務
先

な
ど
を
書
類
に
記
入
さ
せ
ら
れ
長
時
間

居
座
っ
た
。
途
中
で
勧
誘
員
が
増
え
、

止
め
た
い
と
伝
え
て
も「
営
業
妨
害
だ
」

と
言
わ
れ
て
断
り
切
れ
な
か
っ
た
。
今

日
の
夜
に
も
ま
た
業
者
が
来
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

●
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
の

　
ポ
イ
ン
ト

〇
不
要
な
勧
誘
に
つ
い
て
は
ド
ア
を
開

け
ず
毅
然
と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〇
業
者
が
退
去
し
な
い
な
ど
悪
質
な
場

合
に
は
警
察
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
と
感
じ
た
場
合

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

相
談
者
は
い
ず
れ
も
20
〜
30
代
の
若
年

者
で
す
。
離
れ
て
暮
ら
す
親
族
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
方
、
注
意
喚
起
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎
問
合
せ

壬
生
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
１
０
６

人権･行政相談

その他

相談内容

場　所
日　時

稲葉地区公民館
11月17日（木）　午後１時30分～４時

相談無料・秘密厳守 お気軽にご相談ください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

心配ごと特別相談（弁護士相談）

（福）壬生町社会福祉協議会　☎（82）7899

その他

対　象

申込日

申込方法
相談員
場　所

日　時

国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
もご利用ください。　☎050（3383）5395

町内在住　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

弁護士
電話予約受付（先着順）
11月７日（月）
午前８時30分～

12月５日（月）
午前８時30分～

11月10日（木）
午前10時～正午

12月８日（木）
午前10時～正午

申込み
問合せ

保健福祉センター2Ｆ　録音室 

消費生活相談

対　象

相談員

日　時

消費生活相談員

月～金曜日
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）
午前９時～正午、午後１時～４時

町内在住者
申込み
問合せ 壬生町消費生活センター　☎（82）1106

場　所 壬生町消費生活センター（役場庁舎内）

みんなの人権110番 　　　　　　☎0570（003）110  
子どもの人権110番 　　　　　　☎0120（007）110  
女性の人権ホットライン　　　　 ☎0570（070）810  
インターネット人権相談窓口　https://www.jinken.go.jp

電話・インターネットによる人権相談

相続全般ほか「相続登記義務化」、おひとり様
や認知症に備えた生前対策、ほか法律相談

税理士会栃木支部の無料相談会

相談内容

日　時

栃木市河合町1-29　栃木税務署２階 

対　象

税に関する無料相談 

申込方法 11月10日（木）までに電話
予約受付時間　午前10時～正午・午後１時～３時

相談員 電話予約受付

場　所

11月14日（月）　午前９時30分～正午、
　　　　　　　午後１時30分～４時（30分ごと）

町内在住者（先着順10人）

申込み
問合せ

関東信越税理士会栃木支部事務局
☎（24）4861 

司法書士相談

相談内容

日　時

役場103会議室

対　象

申込方法
電話予約受付（先着順）

相談員 司法書士

場　所

11月16日（水）　午後２時～４時

町内在住者

申込み
問合せ 生活環境課くらし安心係　☎（81）1826

11月１日（火）　午前８時30分～

「人権相談」ひとりで悩んでいませんか？
毎日の生活の中で、差別、いじめ、職場での
嫌がらせ、虐待、DVなどで思い悩むことが
ある場合。人権擁護委員に人権相談をするこ
とができます。
「行政相談」医療保険、年金、道路等、行政
についての苦情、要望等がある場合、行政相
談委員に相談することができます。
相田喜久夫 氏　☎（82）0603
粂川　元一 氏　☎（86）3869



壬生町防災行政無線システムについて

総務課　消防防災係　☎８１ー１８０８壬生町防災行政無線に関するお問合せは

役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携帯
電話やパソコンなどにメールで配信します。
事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録方
法は、携帯電話・パソコンなどから右記２次元コードや下
記ＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・２次元コード

防災メールの配信放送内容の確認（電話応答装置）

電話番号　0282-82-9000

「放送されていることに途中で気付いた」「風
が強くて放送内容がよく聞こえなかった」とい
う場合は、次の番号に電話すると放送内容を聞
くことができます。

34

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、心に不安がある方や悩み、
ストレスがある方に対してLINEを使用した相談を行っています。

午後3時～午後10時まで（最終受付：午後9時まで）（土日祝日含む）
本相談は「LINEアプリ」を使用します。 
２次元コードを読み取るか、URLを入力して登録してください。 
URLはこちら→https://l in.ee/mEQ70Cr

相談時間
相談方法

こころの相談@とちぎこころの相談@とちぎ

※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

「自殺予防いのちの電話」「自殺予防いのちの電話」「自殺予防いのちの電話」
毎月10日　午前８時　～　翌日11日  午前８時の24時間
自殺予防相談

０１２０-７８３-５５６　＊通話料無料

日　　時
相談内容
相談番号

1 1 月 3 日
1 1 月 6 日
11月13日
11月20日
11月23日
11月27日
1 2 月 4 日

本丸1－7－10
福和田1003－1
落合3－7－30
緑町3－19－15
壬生丁259－7

落合3－4－7

☎82-0242
☎82-8522
☎82-7576
☎86-3966
☎82-7877
☎86-6624
☎81-0880

陣 内 医 院
大 橋 内 科 ク リ ニ ッ ク
か と う 小 児 科
グ リ ー ン ク リ ニ ッ ク
石田消化器科・内科クリニック
福井セントラルクリニック
大 久 保 ク リ ニ ッ ク

◆壬生町在宅当番医　９：00～17：00
電話番号住　　所診療科目病　　院　　名日　付

内・小児
内・小児
内・小児
内
内
内・小児
内

午後７：00～午後10：00　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）・外科　午前９：00～午後９：00

内　科　午前９：00～午後９：00
外　科　午前９：00～午後５：00
小児科　午後６：00～午後９：00

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎（22）8699

診療日時

◆とちぎ救急医療電話相談
　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。

〔大 人〕毎日　午後６：00～午後10：00
　　　　 ☎028（623）3344　プッシュ回線＃7111

〔子ども〕月曜日～土曜日　午後６：00～翌朝８：00
　　　　　日曜日・祝　日　24時間
　　　　　☎028（600）0099　プッシュ回線＃8000

おもちゃのまち2－4－8



12月
1

5
6
7
8
9
10

3

12
13
14
15

16

17

19

22
23
24

20

26

水

水

木

27

4

21

2

18

25

11

土

月

火

日

28
29

金

木

金

30

こども（行事名） おとな（行事名）日 曜

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（9：30～児童館）

乳幼児健診（３歳児）（12：50～稲葉地区公民館）

ベビーチャピー合同（9：00～子育て支援センターつばめ）

子育てのポイント・命のお話（10：00～子育て支援センターつばめ）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（9：30～児童館）

なかよし相談（9：30～稲葉地区公民館）
おっぱい相談（10：00～稲葉地区公民館）
地域子育て支援活動（10：00～おもちゃ団地ゆうゆ館）
はじめての児童館（10：00～児童館）

成長記録会・チャピー（9：30～子育て支援センターつばめ）
マミータイム（9：30～児童館）
離乳食教室（10：00～稲葉地区公民館）

成長記録会・ベビーチャピー（9：30～子育て支援センターつばめ）

小学生ステンドグラス風「ディンプルアート」教室（10：00～児童館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（9：30～児童館）
食育講話「お口の発達と上手な食べさせ方」（10：00～子育て支援センターつばめ）

おっぱい相談（10：00～稲葉地区公民館）
食生活について講習会（10：00～子育て支援センターつばめ）
はじめての児童館（10：00～児童館）
成長記録会ベビーチャピー（9：30～子育て支援センターつばめ）
未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（9：30～児童館）

親子ビクス（10：00～子育て支援センターつばめ）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（9：30～児童館）
赤ちゃんスリープ講座（10：00～子育て支援センターつばめ）

未就園児親子対象教室（ミッキータイム）（10：00～児童館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（9：30～児童館）
乳幼児健診（４か月児）（13：00～稲葉地区公民館）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（9：30～児童館）
乳幼児健診（10か月児）（13：15～稲葉地区公民館）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来
課・健康福祉課）

シルバー人材センター入会説明会（13：30～シルバーワークプラザ研修室）

子育て講習会「パパとママの子育て分担」（10：00～児童館）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来
課・健康福祉課）

集団健診（7：30～南犬飼地区公民館分館）

土

水

月

火

日

土

土

金

金

木

日

月

水

火

月

日

木

木

水

火

10.11月分上下水道料金口座振替日

窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来
課・健康福祉課）

10.11月分上下水道料金納期限（納付書）
窓口業務時間延長日（17：15～19：00本庁住民課・税務課・こども未来課・健康福祉課）

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日

イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。11月16日～12月15日

11月

●国民健康保険税…………………………５期
●介護保険料………………………………５期
●後期高齢者医療保険料…………………５期
 　　　　　　　　　　納期限11月30日（水）

11月の
納税等

シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～シルバーワークプラザ）

集団健診（7：30～壬生体育館）
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ゆ   ず

 由珠ちゃん
（H30.6.12生）

てらうち　 り   な

寺内 莉菜ちゃん
（H28.11.15生）

あんのう　そ    ら

　安納 青空ちゃん
（R2.11.10生）

こう

輝くん
（H27.9.14生）

りん

凛ちゃん
（H27.9.14生）

　明治安田生命保険相互会社宇都宮支社と包括連携協定
を９月20日（火）に締結しました。緊密な相互連携と協働
による活動を推進し、地域のニーズに迅速かつ適切に対
応し、町民の健康増進や町民サービスの向上を図ること
を目的としています。
　締結と併せまして、明治安田生命保険相互会社宇都宮
支社より、「地域の元気プロジェクト」の一環として、
本町の「地域住民の健康増進」「介護・認知症対策」「子
育て支援」等にお役立てをいただければとのことから、
30万５千円のご寄附をいただきました。いただいたご寄
附は、寄附者様の意向に沿った事業にお役立てさせてい
ただきます。
　本協定を契機として、企業が有している知識や経験を
行政サービスに生かし、より多彩な “まちづくり”に取り
組んでいきます。 いずみたに

包括連携協定を締結しました包括連携協定を締結しました

次回は１月生まれのアイドルを募集します。 11月21日（月）締　切

【必要事項】氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分か
　　　　　　るように明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
【申込方法】町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル入力フォーム
　　　　　　https://www.town.mibu.tochigi . jp/docs/2014122100034/
　　　　　　から申込みができます。
　　　　　　役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、子育て支援
　　　　　　センターでも受付けています。
【申 込 先】壬生町総合政策課情報デジタル係
　　　　　　〒321-0292　壬生町大字壬生甲3841-１
　　　　　　Eメールアドレス　sougo@town.mibu.tochigi . jp
【備　　考】壬生町在住に限ります。写真は掲載後、原則お返しできません。
　　　　　　また、町子育てサイトのトップページにもお写真を掲載します。

いしじま あい ら

石島 愛來ちゃん
（R4.1.28生）

た  むら   れ   お

田村 蓮央くん
（H30.11.19生）

み  ゆう

 未悠ちゃん
（H30.4.29生）

ほんざわ  あや み

本澤 采弥ちゃん
（R1.11.4生）

せきぐち

　関口 うたちゃん
（R1.6.5生）

き    つ  や  ひじり

　吉津谷 聖くん
（R1.11.3生）

ゆきなり

 喜也くん
（H28.4.26生）

てるなり

　晴也くん
（H31.1.22生）

じゅん

 潤くん
(H28.10.26生)

あらかわ  げん

　荒川 源くん
(H30.11.27生)

よし  ば   ひろなり

　葭葉 尋也くん
（H26.11.11生）

小菅町長　　　　泉谷宇都宮支社長

かみ だ      み   お

上田 美緒ちゃん
（H28.11.7生）

いしづか    か   の

石塚 楓音ちゃん
（H28.11.16生）

やなしまりょうた

梁島 涼太くん
（H28.11.22生）

ぽーちゃん

わが家のアイドルわが家のアイドルわが家のアイドル  ん の 場み な 広

̶お詫びと訂正̶　広報みぶ10月号29～30ページ「肥料高騰対策緊急支援事業の実施について」の記事にて、「・市町の人・農地プラン位申請置づけられる」と記載がありまし
たが、正しくは「・市町の人・農地プランに位置づけられる」でした。お詫びして訂正いたします。
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